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書
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ら
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ハ
イ
マ
ー
ラ
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ト

密
参
議
官
へ
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又
）
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二
八
五
）

図
書
館
員
か
ら
枢ゲ
ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ

│
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（
一
六
二
六
│
一
六
九
二
）
が

ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
国
に
勤
務
し
た
時
代
（
一
六
四
六
│
一
六
六
四
）
に
お
け
る
経
歴
の
諸
相

│

ハ
ン
ス
─イ
エ
ル
ク
・
ル
ー
ゲ

川　

又　
　
　

祐　
　
　

訳

　
　

目　
　

次

　
ま
え
が
き 

IV

重
要
省
略
記
号
一
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VI

序
論 

1

第
一
章　

ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
宮
廷
に
任
用
さ
れ
る
ま
で
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
生
活
状
況
（
一
六
二
六
│
一
六
四
六
） 

8
原
典
頁
数

翻　

訳

一
三
一
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経
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究　
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四
十
九
巻
第
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号
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二
〇
一
二
年
九
月
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（
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八
六
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第
一
節　

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
幼
年
期
と
青
年
期 

8

　

第
二
節　

一
七
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
に
お
け
る
官
庁
組
織
の
基
盤 

10

第
二
章　

エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
宮
廷
で
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
任
用
と
、
そ
の
後
の
指
導
的
国
家
官
僚
へ
の
昇
進 

13

　

第
一
節　

図
書
館
員
、
小
ホ
ー
フ
ユ
ン
カ
ー

姓
、
侍

カ
ン
マ
ー
ユ
ン
カ
ー

従
（
一
六
四
六
│
一
六
五
一
） 

13

　

第
二
節　

宮ホ
ー
フ廷

・
司

ユ
ス
テ
ィ
ツ
ィ
ー
ン
ラ
ー
ト

法
参
議
官
へ
の
昇
任
と
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
の
執
筆
（
一
六
五
一
│
一
六
五
五
／
五
六
） 

17

　

第
三
節　

宮ホ
ー
フ廷

・
財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
な
ら
び
に
イ
エ
ナ
宮
廷
裁
判
所
裁
判
官
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（
一
六
五
六
│
一
六
六
三
） 

19

　

第
四
節　

ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
国
勤
務
に
お
け
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
経
歴
の
最
高
潮
（
一
六
六
三
│
一
六
六
四
） 

26

第
三
章　

ザ
ク
セ
ン
・
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
・
ツ
ァ
イ
ツ
公
国
宰カ
ン
ツ
ラ
ー

相
か
ら
新
設
ハ
レ
大
学
総カ

ン
ツ
ラ
ー

長
へ

　
　
　
　
　

│
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
没
す
る
ま
で
の
そ
の
後
の
生
活
状
況
の
概
観
（
一
六
六
四
│
一
六
九
二
） 

30
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通
し 

33
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記 

35
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典
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覧 

44

添
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覧 

57
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明
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旨
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三
二



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
二
八
七
）

ま
え
が
き

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
人
物
紹
介
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
ま
ず
、
行
政
史

の
問
題
に
対
す
る
著
者
の
一
般
的
関
心
に
起
因
し
て
い
る
。
ゴ
ー
タ
国
家
公
文
書
館
（G

othaer S
taatsarchiv

）
の
一
員
と
し
て
筆
者
は
、

大
部
分
、
今
で
は
も
は
や
存
在
し
な
い
国
家
官
庁
で
の
行
政
活
動
の
起
源
と
な
っ
て
い
る
公
文
書
館
資
料
に
毎
日
触
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
公
文
書
機
関
の
開
設
な
ら
び
に
私
た
ち
の
施
設
の
歴
史
は
、
結
局
、
一
六
四
〇
年
か
ら
四
一
年
の
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
ン
家
分
割
契
約
に
関

連
し
た
、
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
の
成
立
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

エ
ル
ン
ス
ト
一
世
・
敬
虔
公
（E

rnst der F
rom
m
e

）
の
下
で
、
総
合
的
・
徹
底
的
な
（
新
）
国
家
建
設
が
多
く
の
段
階
で
行
わ
れ
た
。

そ
の
際
実
行
さ
れ
た
変
革
は
、
早
く
か
ら
歴
史
家
た
ち
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
て
き
た
。
歴
史
家
た
ち
は
、
と
り
わ
け
一
七
世
紀
ド
イ
ツ

の
国
制
・
行
政
史
〔
研
究
〕
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
そ
の
頃
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
の
上
級
官
僚
と
し
て
、
何
よ
り
も

ま
ず
行
政
法
上
、
重
要
な
措
置
を
主
に
支
え
た
人
た
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。
一
六
四
六
年
か
ら
一
六
六
四
年
の
ゴ
ー
タ
に
お
け
る
彼
の
活

動
時
期
に
は
数
多
く
の
未
解
決
の
問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
よ
り
詳
細
に
彼
の
伝
記
に
取
り
組
む
理
由
が
あ
る
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
本
年
〔
一
九
九
二
年
〕
一
二
月
一
八
日
は
、
彼
の
没
後
三
〇
〇
年
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

著
者
は
こ
の
機
会
に
、
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
感
謝
し
た
い
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
・
ヘ
ル
ト
哲
学
博
士
（D

r. sc. 

phil. W
ieland H

eld

）
は
、
計
画
に
最
初
か
ら
賛
同
し
て
く
だ
さ
り
、
い
く
つ
も
の
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
ゴ
ー
タ
と
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
と
の
空
間
的
距
離
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
著
者
は
、
ゴ
ー
タ
国
家
公
文
書
館
員
に
対
し
て
、
そ
の
刺
激
的
で
専
門
的
な
議
論
を
し
て
く
れ
た
こ
と
、
調
査
を
支
援
し
て
く
れ

一
三
三



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
八
八
）

た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
相
応
し
い
公
文
書
館
資
料
を
用
意
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ゴ
ー
タ
研
究
・
州
立
図
書
館
（F

orschungs- und L
andesbibliothek G

otha

）
の
職
員
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
、
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
示
唆
、
継
承
さ
れ
て
き
た
古
文
書
や
印
刷
物
の
提
示
、
そ
し
て
と
り
わ
け
、
そ
れ
ら
が
当
地
ゴ
ー
タ
の
ど
こ
に
も
な
い
と
き
、
図

書
館
借
用
に
よ
っ
て
文
献
を
入
手
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
へ
の
尽
力
に
感
謝
し
た
い
。

 

一
九
九
二
年
一
一
月
一
二
日　

ハ
ン
ス
─イ
エ
ル
ク
・
ル
ー
ゲ

重
要
省
略
記
号
一
覧

A
nm
. 

A
nm
erkung　

注

begr. 
begraben　

埋
葬

d. 
denar 

（P
fennig

）　

ペ
ニ
ヒ

f. 
fl oren 

（G
ulden

）　

グ
ル
デ
ン

F
L
B
 

F
orschungs- und L

andesbibliothek G
otha　

ゴ
ー
タ
研
究
・
州
立
図
書
館

F
orts. 

F
ortsetzung　

続
き

g. 
groschen　

グ
ロ
ッ
シ
ェ
ン

geb. 
geboren　

誕
生

G
eh. A

. 
G
eheim

es A
rchiv　

枢
密
公
文
書
館

gest. 
gestorben　

逝
去

hg. 
herausgegeben　

編
纂

一
三
四



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
二
八
九
）

R
Q
u. 

R
echnungsquartal　

会
計
四
半
期

R
S
 

R
ückseite　

裏
面

S
tA
 

S
taatsarchiv　

国
家
公
文
書
館
（
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
・
ワ
イ
マ
ー
ル
中
央
国
家
公
文
書
館
、
ゴ
ー
タ
分
館
）

unfol. 
unfoliiert　

丁
付
け
さ
れ
て
い
な
い

V
erm
. 

V
erm
ählung　

婚
姻

序
論

官
僚
、
政
治
家
そ
し
て
学
者
と
し
て
の
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
個
々
の
時
期
を
た
ど
る
と
す
る

と
、
再
三
、
次
の
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
業
績
は
、
一
七
世
紀
ド
イ
ツ
の
き
わ
め
て
重
要
な
政
治
・
経
済
・
哲
学
・
宗

教
、
そ
し
て
す
べ
て
の
精
神
思
潮
を
大
き
く
映
し
出
す
鏡
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
本
論
に
お
い
て
は
個
別
に
、
そ
れ
ら
を
検
討

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
の
経
歴
が
開
始
さ
れ
た
と
理
解
で
き
る
時
期
を
詳
細
に
解
明
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
考
察
さ
れ
る
の
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
（
・
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
）
の
エ
ル
ン
ス
ト
一
世
・
敬
虔
公
、
統
治
期
間

は
一
六
四
〇
年
か
ら
一
六
七
五
年
ま
で
、
に
仕
え
た
一
六
四
六
年
か
ら
一
六
六
四
年
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン

ド
ル
フ
は
そ
の
間
に
、
彼
の
最
重
要
な
著
作
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』（T

eu
tsch

er F
ü

rsten
-S

tat

）
を
公
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
初
版
、

一
六
五
六
年
）。
同
書
に
よ
っ
て
彼
は
、
当
時
の
専
門
家
た
ち
の
中
で
、
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
領
邦
国
家
の
行
政
実
務
界
で
、
一
挙
に
有
名
に

な
っ
た
。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
は
す
で
に
一
連
の
き
わ
め
て
多
様
な
出
版
物
と
評
価
と
が
あ
る
。
始
ま
り
は
あ
る
意
味
、

一
三
五



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
九
〇
）

彼
の
死
後
（
一
六
九
二
年
）
に
行
わ
れ
た

│
伝
承
に
よ
る
と
こ
ろ
の

│
弔
辞
で
あ
る
（
1
）

。

多
少
と
も
詳
細
に
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
全
業
績
も
し
く
は
伝
記
に
捧
げ
ら
れ
た
、
一
八
世
紀
刊
行
の
記
述
の
う
ち
、
と
り
わ
け
シ
ュ

レ
ー
バ
ー
（S

chreber （2
）

）
と
シ
ュ
レ
ッ
ク
（S

chröckh （3
）

）、
そ
し
て
ま
た
ク
ラ
ー
ル
ム
ン
ト
（C

larm
und （4

）
）
の
そ
れ
が
言
及
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
の
概
観
を
ナ
ー
ゼ
マ
ン
（N

asem
ann （5

）
）、
テ
ィ
レ
マ
ン
（T

ilem
ann （6

）
）、
そ
し
て
ク
ラ
イ
ン

ハ
イ
ヤ
ー
（K

leinheyer （7
）

）
の
論
文
が
幼
年
期
か
ら
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
亡
く
な
っ
て
す
ぐ
に
、
一
八
世
紀
の
重
要
な
基
本
書
、
事
典
の
中
で
考
慮
さ
れ
て
い
っ

た
（
8
）

。
こ
の
こ
と
は
、
現
代
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
（
9
）

。

と
り
わ
け
学
説
の
歴
史
的
展
開
を
考
慮
し
て
い
る
、
国
家
学
お
よ
び
法
律
学
の
領
域
に
お
け
る
よ
り
広
範
囲
な
出
版
物

│
一
部
は
モ

ノ
グ
ラ
フ

│
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
名
前
を
避
け
て
は
通
れ
な
い
（
10
）

。
ド
イ
ツ
行
政
理
論
、
行
政
学
（
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
）
の
形
成
に
対

す
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
意
義
を
、
そ
こ
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
11
）

。
他
の
論
文
で
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
業
績
が
も
っ
と
強

烈
に
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
分
析
さ
れ
て
い
る
（
12
）

。
さ
ら
に
別
の
論
述
で
は
、
一
七
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
教
育
学
（
13
）

、

敬
虔
主
義
（
14
）

、
修
辞
学
（
15
）

、
そ
し
て
社
会
学
（
16
）

へ
の
影
響
が
テ
ー
マ
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
出
版
物
は
、
ほ
と
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
、

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
印
刷
さ
れ
た
著
作
を
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
著
作
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
に
解
明
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
そ
の
際
利
用
さ
れ
た
伝
記
陳
述
は
、
大
抵
、
旧
来
の
記
述

│
弔
辞
、
な
ら
び
に
シ
ュ
レ
ー
バ
ー
、
シ
ュ
レ
ッ
ク
、
ク
ラ
ー
ル

ム
ン
ト
の
論
文

│
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
公
文
書
館
の
原
典

│
継
承
さ
れ
て
き
た
官
公
庁
文
書
の
形
で
あ
れ
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ

や
彼
の
同
時
代
人
の
そ
の
他
の
文
書
遺
産
の
形
で
あ
れ

│
を
用
い
た
著
述
家
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
ん
の
少
数
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

一
三
六



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
二
九
一
）

事
実
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
た
と
え
ば
ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ュ
ト
ラ
イ
ス
（M

ichael S
tolleis

）
で
あ
る
（
17
）

。

公
文
書
館
お
よ
び
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
き
た
手
書
き
の
一
次
資
料
を
も
熱
心
に
用
い
た
著
述
家
に
は
、
と
り
わ
け
エ
ル
ン
ス
ト
・

ロ
ッ
ツ
ェ
（E

rnst L
otze （18

）
）、
ホ
ル
ス
ト
・
ク
レ
ー
マ
ー
（H

orst K
raem

er （19
）

）、
そ
し
て
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
リ
ュ
ト
ケ
（W

ilhelm
 L
üdtke （20

）
）

が
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
依
然
と
し
て
、
記
録
文
書
研
究
を
基
礎
に
し
て
作
成
さ
れ
た
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
関
す
る
論
文
（
21
）

と
い
え

ば
、
大
抵
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
パ
ー
ナ
ー
（R

ichard P
ahner （22

）
）
の
筆
に
由
来
し
た
も
の
と
な
る
。
パ
ー
ナ
ー
の
つ
と
に
教
育
学
上
の
問
題
に

向
け
ら
れ
た
学
位
論
文
は
、
も
ち
ろ
ん
、
と
う
に
一
八
九
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
パ
ー
ナ
ー
は
、
ゴ
ー
タ
国
家
公
文
書
館
（
23
）

の

原
典
を
こ
の
上
な
く
利
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
原
典
は

│
他
の
数
多
く
の
原
典
と
並
ん
で

│
本
記
述
に
お
い
て
も
閲
覧
さ
れ
て
い
る
。

上
述
の
状
況
は
あ
る
意
味
で
は
理
解
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
著
述
家
と
し
て
の
業
績
に
取
り
組
む
こ
と
に
価
値
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
人
物
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
そ
し
て
こ
の
人
物
自
身
を
よ
り
よ
く
評
価
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

可
能
な
限
り
彼
の
生
活
や
活
動
の
多
く
の
側
面
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
よ
り
深
く
、
具
体
的
に
伝
記
に
踏
み
込
ま

ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
当
時
の
職
務
の
進
展
経
路
も
ま
た
よ
り
正
確
に
顧
慮
・
追
跡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
よ
り
も
、
有
能
で
、

多
方
面
に
わ
た
っ
た
関
心
を
持
ち
、
教
養
あ
る
若
者
と
し
て
見
な
さ
れ
る
べ
き
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
場
合
、
公
文
書
館
所
在
地
に
目
を
向

け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ゴ
ー
タ
で
あ
る
。
彼
は
、
ま
だ
や
っ
と
二
〇
歳
と
い
う
年
齢
で
、
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
の
宮
殿
に
お
い
て
当
時

の
状
況
で
は
恵
ま
れ
た
地
位
を
得
て
、
そ
の
後
の
一
八
年
間
を
か
け
て
、
一
六
六
四
年
に
つ
い
に
辞
任
を
懇
請
す
る
ま
で
、
自
分
の
官
僚
経

歴
の
頂
点
に
到
達
し
て
い
っ
た
。
そ
の
頂
点
〔
到
達
〕
は
、
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
大
き
さ
の
ド
イ
ツ
領
邦
国
家
に
お
い
て
可
能
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
期
間
に
は
、
平
和
令
締
結
を
と
も
な
う
三
〇
年
戦
争
の
最
終
段
階
と
復
興
事
業
の
最
初
の
期
間
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
人
生
を
よ
り
詳
細
に
観
察
す
る
場
合
、
最
初
に
、
ゴ
ー
タ
の
宮
殿
で
の
指
導
的
官
吏
の
中
で
彼
の
地
位
を
、
利
用

一
三
七
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第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
九
二
）

で
き
る
原
典
を
基
盤
に
し
て
、
可
能
な
限
り
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
・
ザ
ク
セ
ン
と

い
う
場
所
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
き
わ
め
て
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
研
究
は
、
お
も
に
他
の
業
績
を
通
じ
て
有
名
と
な
っ
た
歴
史
的
人
物
の

官
僚
人
生
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
ク
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
テ
（Johann W

olfgang von G
oethe （24

）
）

に
関
連
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
か
ら
、
著
者
は
、
自
分
自
身
の
論
点
に
対
す
る
一
連
の
刺
激
が
与
え
ら
れ
た
。
同
様
に
、

ワ
イ
マ
ー
ル
の
古
典
時
代
と
関
連
は
あ
る
が
、
始
め
か
ら
ゲ
ー
テ
だ
け
に
〔
焦
点
を
〕
合
わ
せ
て
は
い
な
い
刊
行
物
に
も
そ
れ
は
当
て
は

ま
っ
て
い
る
（
25
）

。

本
記
述
に
お
い
て

│
本
来
的
な
目
的
に
反
し
て

│
、
ゴ
ー
タ
の
状
況
を
よ
り
強
烈
に
ド
イ
ツ
官
僚
制
史
か
ら
の
観
点
で
見
る
こ
と

も
思
い
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
当
時
存
在
し
て
い
た
出
版
物
（
26
）

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
ち
ょ
う
ど
良
い
枠
組
み
を
形
成

で
き
た
で
あ
ろ
う
。
他
種
の
参
照
資
料
を
含
め
る
こ
と
も
、
一
般
に
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
到
着
す
る

前
の
ほ
ん
の
数
年
間
に
発
生
・
独
立
（
一
六
四
〇
／
四
一
年
）
し
た
ド
イ
ツ
領
邦
国
家
で
あ
る
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
の
状
況
に
集
中
す

る
こ
と
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
公
国
は
、
そ
の
後
の
お
よ
そ
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
間
、
と
り
わ
け
国
家
・
行
政
構
造
の
基
盤
の
構
築
に

取
り
組
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
と
そ
の
時
代
を
論
じ
た
、
地
域
史
の
標
準
書
が
登
場
し
て
く
る
の
は
、
お
お
む
ね
一
八
、
一
九
世
紀
か
ら
で
あ
る
（
27
）

。

と
く
に
国
制
史
、
行
政
史
に
捧
げ
ら
れ
た
、
そ
し
て
そ
の
際
相
変
わ
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
ゴ
ー
タ
領
邦
を
観
察
し
た
の
で
は
な
く
、
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
の
状
況
全
体
に
従
事
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
論
文
に
は
、
と
り
わ
け
新
し
い
日
付
の
も
あ
る
（
28
）

。

こ
れ
と
の
関
連
で
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
ヘ
ス
（U

lrich H
eß

）
の
刊
行
物
は
、
と
り
わ
け
言
及
に
値
す
る
。
彼
は
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の

│
そ
し
て
と
く
に
ゴ
ー
タ
の

│
行
政
史
の
展
開
に
対
し
て
多
大
の
功
績
が
あ
っ
た
。
一
九
六
二
年
、
ワ
イ
マ
ー
ル
に
お
い
て
公
刊
さ

一
三
八
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ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
二
九
三
）

れ
た
彼
の
著
作
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
ン
家
国
家
に
お
け
る
枢
密
参
議
会
お
よ
び
内
閣
』（G

eh
eim

er R
at u

n
d

 K
abin

ett 

in
 d

en
 ern

estin
isch

en
 S

taaten
 T

h
ü

rin
gen

s

）
は
、
行
政
史
の
側
面
か
ら
本
論
に
枠
組
み
を
与
え
て
く
れ
た
（
29
）

。

一
七
世
紀
（
お
よ
び
一
八
世
紀
）
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
史
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
最
近
の
包
括
的
論
述
に
は
、
な
か
ん
ず
く
一
九
八
八

年
、
社
会
学
的
・
民
族
学
的
に
作
成
さ
れ
た
、
ヘ
ル
ガ
・
ラ
シ
ュ
ケ
（H

elga R
aschke

）
の
研
究
が
あ
る
（
30
）

。

本
論
文
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
主
た
る
原
典
は
、
ゴ
ー
タ
国
家
公
文
書
館
（
31
）

の
蔵
書
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ル
リ
ヒ
・
ヘ
ス
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
蔵
書
一
覧
（
32
）

に
由
来
し
な
が
ら
、
考
慮
に
値
す
る
保
管
資
料
は
、
整
理
さ
れ
、
そ
し
て
彼
が
想
定
し
た
内
容
に
応
じ
て

選
択
さ
れ
、
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
原
則
的
に
、
除
外
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
蔵
書
は
な
い
は
ず
で
あ
り
、
次
の
も
の
は
き

わ
め
て
有
益
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
枢
密
公
文
書
館
（G

eheim
es A

rchiv

）、
財
務
会
計
書
（K

am
m
errechnungen

）、
な
ら
び
に

ゴ
ー
タ
財カ

ン

マ

ー

務
庁
（K

am
m
er G

otha

）。
そ
れ
に
対
し
て
副
次
的
な
意
義
を
、
ゴ
ー
タ
高
等
宗
務
庁
「
ゲ
ネ
ラ
リ
ア
」（O

berkonsistorium
 

G
otha. G

eneralia

）、
な
い
し
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
・
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
ヌ
ム
（G

ym
nasium

 E
rnestinum

）
の
蔵
書
が
獲
得
し
て
い
る
。
残
念
な
が

ら
、
枢
密
公
文
書
館
の
非
常
に
重
要
な
蔵
書
は
、
枢
密
ラ
ー
ツ
コ
レ
ギ
ウ
ム
（G

eheim
er R

atskollegium

）
お
よ
び
ラ
ン
ト
コ
レ
ー
ギ
エ

ン
（L

andkollegien

）
の
文
書
を
含
ん
で
い
た
が
、
す
で
に
一
八
五
五
年
、
場
所
の
不
足
か
ら
破
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
原
典
基
盤
は
、
ゴ
ー
タ
研
究
・
州
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
手
書
き
遺
稿
を
含
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
と
り
わ
け
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
と
彼
と
同
時
代
の
人
々
と
の
間
の
手
紙
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
例
外
な
く
、
ゴ
ー
タ
か
ら
の

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
退
職
後
の
時
期
（
一
六
六
四
年
）
以
降
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
第
三
章
で
短
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。

目
が
通
さ
れ
た
最
後
の
一
次
資
料
は
、
ゴ
ー
タ
市
教
会
行
政
部
（S

tadtkirchenverw
altung G

otha

）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
教
会
文
献
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
一
六
五
〇
年
か
ら
一
六
五
四
年
に
集
中
し
て
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
ゼ
ッ
ケ

一
三
九
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九
巻
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二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
九
四
）

ン
ド
ル
フ
の
最
初
の
結
婚
な
い
し
二
人
の
娘
の
誕
生
と
の
関
連
で
、
い
く
つ
か
の
情
報
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

転
記
の
問
題
に
つ
い
て
、
原
文
中
の
つ
づ
り
は
、
今
日
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
規
則
に
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
外
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
と
り
わ
け
、
著
作
表
題
の
再
現
、
引
用
箇
所
、
あ
る
い
は
い
く
つ
か
の
名
字
で

あ
る
。
必
要
と
み
な
さ
れ
る
個
々
の
具
体
的
事
例
で
、
こ
の
こ
と
は
相
応
に
強
調
し
て
あ
る
。

第
一
章 　

ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
宮
廷
に
任
用
さ
れ
る
ま
で
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
生
活
状
況
（
一
六
二
六
│
一
六
四
六
）

第
一
章
第
一
節　

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
幼
年
期
と
青
年
期
（
33
）

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
古
い
貴
族
一
族
の
出
身
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
六
二
六

年
一
二
月
二
〇
日
、（
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
近
郊
）
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ゲ
ン
ア
ウ
ラ
ハ
（H

erzogenaurach

）
で
誕
生
し
た
。
彼
の
幼
年
期
を
す
で
に
特

徴
づ
け
た
の
は
、
三
〇
年
戦
争
の
恐
怖
で
あ
っ
た
。
彼
の
父
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（Joachim

 

L
udw
ig von S

eckendorff . 1591-1642

）
は
、
ま
ず
ア
ム
ト
マ
ン
（A

m
tm
ann

）
と
し
て
、
後
に
と
り
わ
け
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
の
将
校
と
し

て
勤
務
し
た
。
彼
は
、
裏
切
り
の
嫌
疑
を
受
け
た
後
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
法
会
議
に
よ
り
死
刑
の
判
決
が
下
さ
れ
、
一
六
四
二
年
二
月
三

日
、
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
（S

alzw
edel

）
に
お
い
て
処
刑
さ
れ
た
（
34
）

。

か
く
し
て
若
き
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
ほ
と
ん
ど
父
が
い
な
い
ま
ま
、
と
り
わ
け
母
マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
、

旧
姓
シ
ェ
ル
テ
ル
（
シ
ェ
ル
テ
リ
ン
）・
フ
ォ
ン
・
ブ
ル
テ
ン
バ
ハ
（M

aria A
nna von S

eckendorff , geb. S
chertel

﹇in

﹈ von B
urtenbach. 

1605-1650

）
の
庇
護
の
も
と
、
成
長
し
た
。
彼
女
は
全
部
で
八
人
の
子
供
、
三
人
の
娘
と
五
人
の
息
子
（
そ
の
う
ち
の
二
人
は
幼
く
し
て
亡

一
四
〇
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く
な
っ
た
）、
を
生
ん
だ
。
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
弟
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
（H

einrich G
ottlob. 1637-1675

）
も
、
後
に

ゴ
ー
タ
宮
殿
で
職
を
見
つ
け
て
い
く
。
彼
の
一
番
下
の
妹
ア
ン
ナ
・
ゾ
フ
ィ
ア
（A

nna S
ophia

）
は
、
父
が
処
刑
さ
れ
た
お
よ
そ
三
週
間

後
、
一
六
五
二
年
二
月
末
に
誕
生
し
た
（
35
）

。
一
六
三
四
年
、
家
族
は
故
郷
フ
ラ
ン
ケ
ン
を
離
れ
て
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
に
安
全
と
保
護

を
求
め
て
い
っ
た
。
休
息
地
と
な
っ
た
の
は
と
く
に
、
コ
ー
ブ
ル
ク
、
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
、
エ
ア
フ
ル
ト
の
都
市
で
あ
り
、
フ
ァ
イ

ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
そ
れ
ら
の
地
の
別
々
の
学
校
に
通
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
部
分
的
に
は
自
分
の
母
親
か
ら
、
と
く
に
ラ
テ
ン
語
、

修
辞
学
、
数
学
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
て
も
ら
っ
た
（
36
）

。

一
六
三
九
年
、
後
の
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
エ
ル
ン
ス
ト
が
ワ
イ
マ
ー
ル
で
才
能
あ
る
若
者
に
気
づ
い
た
。
程
な
く
し
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド

ル
フ
は
コ
ー
ブ
ル
ク
宮
廷
に
や
っ
て
来
て
、
二
人
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
皇
子
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
交
際
は
相
互

に
や
や
困
難
に
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
結
果
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
両
親
に
、
コ
ー
ブ
ル
ク
か
ら
彼
を
呼
び
戻
し
て
も
ら
う
よ
う

つ
い
に
頼
ん
だ
（
37
）

。

一
六
四
一
年
初
め
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
最
初
の
ゴ
ー
タ
滞
在
が
証
明
で
き
る
。
二
月
六
日
以
降
彼
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
・
イ
ル
ス
ト

レ
（G

ym
nasium

 illustre

）
の
正
式
に
登
録
さ
れ
た
生
徒
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
そ
の
校
長
で
あ
っ
た
の
は
、
き
わ
め
て
有
名
な
教

育
家
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ラ
イ
ヘ
ア
（A

ndreas R
eyher

）
で
あ
っ
た
。
続
く
二
学
期
も
そ
れ
相
応
の
登
録
が
見
つ
か
る
（
38
）

。

一
六
四
二
年
春
、
彼
は
ギ
ム
ナ
ジ
ム
を
去
り
、
そ
の
間
、
彼
は
父
を
失
っ
た
。
父
の
戦
友
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
将
校
カ
ス
パ
ー
・
コ
ル
ネ

リ
ウ
ス
・
モ
ル
テ
ー
ヌ
（C

aspar C
ornelius M

ortaigne

）
か
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン

ド
ル
フ
は
、
一
六
四
二
年
一
〇
月
一
一
日

│
満
一
六
歳
に
な
る
前
に

│
当
時
評
判
の
良
か
っ
た
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
に
入
る
こ
と

が
で
き
た
。

一
四
一



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
九
六
）

そ
こ
で
は
と
り
わ
け
哲
学
、
歴
史
、
法
律
の
分
野
を
聴
講
し
た
（
39
）

。
一
六
四
五
年
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
自
分
の
学
業
を
エ
ア
フ
ル
ト

で
終
了
す
る
た
め
に
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
を
去
っ
た
。
短
期
間
、
彼
は
一
六
三
六
年
の
初
め
、
ヘ
ッ
セ
ン
・
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
方
伯
ゲ

オ
ル
ク
二
世
（L

andgraf G
eorg II. von H

essen-D
arm
stadt

）
の
親
衛
隊
准
士
官
（F

ähnrich in der L
eibgarde

）
と
し
て
の
地
位
を
保
持

し
た
。
お
そ
ら
く
、
同
年
半
ば
彼
は
、
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
エ
ア
フ
ル
ト
へ
の
周
遊
の
途
次
、
ゴ
ー
タ
宮
廷
に
滞
在
し
た
。
そ
の
際
、

エ
ル
ン
ス
ト
公
が
、
宮
廷
説
教
師
ク
リ
ス
ト
フ
・
ブ
ル
ン
コ
ア
ス
ト
（C

hristoph B
runchorst

）
に
対
し
て
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
ザ
ク

セ
ン
・
ゴ
ー
タ
で
の
勤
務
に
就
く
よ
う
提
案
さ
せ
た
に
違
い
な
い
（
40
）

。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
つ
い
に
承
諾
し
た
。
か
く
し
て
、
フ
ァ
イ

ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
新
し
い
人
生
の
一
時
節
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
は
彼
に
大
き
な
成
功
、
そ
し
て
い

く
つ
か
の
暗
転
を
も
た
ら
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
章
第
二
節　

一
七
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
に
お
け
る
官
庁
組
織
の
基
盤

一
六
四
〇
／
四
一
年
の
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
ン
家
分
割
契
約
は
、
な
か
ん
ず
く
、
最
初
の
支
配
者
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
一
世
の
下
、
ザ
ク
セ

ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
の
成
立
に
つ
な
が
っ
た
。
今
や
そ
の
具
体
的
面
積
と
ア
ム
ト
構
成
と
で
成
立
し
た
領
邦
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
の
で
、

新
し
い
適
切
な
国
家
管
理
の
基
盤
を
作
る
こ
と
が
早
急
に
必
要
と
思
わ
れ
た
（
41
）

。

す
で
に
一
六
四
一
年
春
、
最
終
的
な
分
割
契
約
締
結
の
前
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
は
ゴ
ー
タ
の
中
央
行
政
の
構
築
に
着
手
し
た
。
遅
く
と
も

三
月
に
は
、
教
会
事
項
、
学
校
事
項
の
た
め
の
中
央
官
庁
と
し
て
宗

コ
ン
ジ
ス
ト
リ
ウ
ム

務
庁
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
、
統レ

ギ
ー
ル
ン
ク

治
院
と
財カ

ン

マ

ー

務
庁
が
作
ら

れ
た
。
前
者
は
、
司
法
と
行
政
を
所
管
し
、
同
時
に
、
ゴ
ー
タ
公
国
の
レ
ー
ン
裁
判
所
と
し
て
も
重
要
性
を
持
っ
た
。
後
者
は
、
と
り
わ

け
森
林
と
領
邦
君
主
の
レ
ガ
リ
エ
ン
と
か
ら
な
る
ド
メ
ー
ネ
ン
財
産
を
管
理
し
た
。
そ
の
手
本
は
、
一
七
世
紀
前
半
に
こ
う
し
た
三
部
構

一
四
二



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
二
九
七
）

造
が
形
成
さ
れ
て
い
た
ザ
ク
セ
ン
・
ワ
イ
マ
ー
ル
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

新
し
い
行
政
構
造
の
構
築
に
深
い
関
心
を
寄
せ
た
の
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
の
初
代
宰カ

ン
ツ
ラ
ー

相
で
あ
っ
た
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ラ
ン
ツ
ケ
（G

eorg 

F
rantzke

）
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
こ
の
職
務
を
一
六
四
一
年
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
執
行
し
た
（
添
付
資
料
1
参
照
）。

新
し
い
中
央
官
庁
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
く
の
に
必
要
な
基
盤
を
形
成
し
た
の
は
、
程
な
く
し
て
、
す
べ
て
一
六
四
二
年
に
公
布
さ

れ
た
宗コ

ン
ジ
ス
ト
リ
ウ
ム

務
庁
令
、
カ
ン
ツ
ラ
イ
令
、
そ
し
て
財カ

ン

マ

ー

務
庁
令
で
あ
っ
た
。

エ
ル
ン
ス
ト
公
の
相
応
の
条
令
を
基
礎
と
し
て
、
枢
密
ラ
ー
ツ
コ
レ
ギ
ウ
ム
が
一
六
五
一
年
一
〇
月
一
日
付
発
効
で
設
置
さ
れ
た
。
こ

の
新
し
い
官
庁
は
ま
ず
、
宰

カ
ン
ツ
ラ
ー相

で
あ
る
フ
ラ
ン
ツ
ケ
と
い
う
人
間
に
合
わ
せ
て
調
整
さ
れ
た
。
彼
は
、
亡
く
な
る
ま
で
唯
一
の
正
規
構
成

員
で
あ
っ
た
。

枢
密
ラ
ー
ツ
コ
レ
ギ
ウ
ム
は
以
後
、
内
政
問
題
・
外
交
問
題
の
処
理
や
、
他
の
重
要
な
領
邦
問
題
を
所
管
し
た
。
会
議
は
、
エ
ル
ン
ス

ト
公
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
他
の
中
央
行
政
〔
機
関
〕
の
代
表
者
が
、
処
理
す
べ
き
問
題
に
応
じ
て
出
席
し
た
（
42
）

。
だ
か

ら
、
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
の
国
制
に
お
い
て
、
そ
れ
が
支
配
的
地
位
を
占
め
た
の
は
、
か
な
り
早
か
っ
た
の
で
あ
る
。

い
つ
も
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
が
自
分
の
宮
廷
に
引
き
寄
せ
よ
う
と
努
め
た
の
は
、
彼
の
領
邦
内
で
上
級
職
、
そ
し
て
最
高
職
を
引
き
受

け
、
そ
れ
を
果
た
す
能
力
が
十
分
に
あ
る
相
応
の
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
先
を
見
通
し
な
が
ら
考
え
、
そ
れ
ゆ
え
、
彼
が
注
意
を
寄
せ

た
若
い
野
心
的
人
物
に
〔
能
力
〕
証
明
の
機
会
や
昇
進
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
は
稀
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
ま
ず
、
小
ホ
ー
フ
ユ
ン
カ
ー

姓
、
侍

カ
ン
マ
ー
ユ
ン
カ
ー

従
と

し
て
始
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
、
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
や
そ
の
他
ま
で
に
も
登
用
さ
れ
て
い
っ
た
（
添
付
資
料
1
参
照
）。
フ
ァ
イ
ト
・

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ゴ
ー
タ
宮
廷
で
の
彼
の
滞
在
は
、
今
や
続
行
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
四
三



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
二
九
八
）

第
二
章　

エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
宮
廷
で
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
任
用
と
、
そ
の
後
の
指
導
的
国
家
官
僚
へ
の
昇
進

第
二
章
第
一
節　

図
書
館
員
、
小

ホ
ー
フ
ユ
ン
カ
ー

姓
、
侍

カ
ン
マ
ー
ユ
ン
カ
ー

従
（
一
六
四
六
│
一
六
五
一
）

非
常
に
困
難
な
が
ら
も
、
ゴ
ー
タ
宮
殿
に
お
け
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
最
初
の
勤
務
時
代
を
、
資
料
上
、
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
こ
と
は
、
問
題
と
な
る
、
そ
し
て
ゴ
ー
タ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
す
べ
て
を
著
者
が
閲
読
で
き
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
は
い

な
い
。
例
と
し
て
は
、
図
書
館
員
と
し
て
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
活
動
の
証
拠
も
未
整
理
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
ゼ
ッ
ケ
ン

ド
ル
フ
の
関
心
が
書
籍
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
一
六
六
二
年
の
継
承
さ
れ
て
き
た
（
数
少
な
い
）
記
録
を
一
旦
除
け
ば
（
43
）

、
著
者
は
、

そ
れ
を
指
摘
し
た
最
も
古
い
日
付
の
も
の
を
、
牧
師
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ラ
イ
ス
リ
ン
ゲ
ン
（M

artin L
eißringen

）
に
よ
る
一
六
九
三
年
一
月

八
日
の
弔
辞
に
見
つ
け
た
（
44
）

。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
は
図
書
館
の
「
承
諾
」
権
限
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
は
ま
た
、
彼
に
は
、
語
学
や
そ
の
他
の
学
問
研
究
に
対
す
る
か
な
り
大
き
な
活
動
余
地
が
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
宿
や
食
事
を
最
初
、

彼
は
宮
廷
説
教
師
ク
リ
ス
ト
フ
・
ブ
ル
ン
コ
ア
ス
ト
の
と
こ
ろ
で
取
っ
て
い
た
。
宮
廷
に
は
、
彼
は
、
日
曜
日
や
説
教
日
、
そ
し
て
決
め

ら
れ
た
機
会
に
行
く
だ
け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
折
に
触
れ
て
彼
は
、
自
分
の
研
究
の
進
行
に
つ
い
て
、
学
術
的
説
明
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、

公
爵
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
。
フ
リ
ー
デ
リ
ヒ
・
ル
ド
ル
フ
ィ
（F

ri

﹇e

﹈derich R
udolphi

）
も
ま
た
、
彼
の
『
ゴ
ー
タ

公
文
書
』（G

oth
a d

iplom
atica

）
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
図
書
館
に
対
し
て
責
任
を
有
し
て
い
て
、
整
理
綱

要
を
導
入
し
て
い
っ
た
（
45
）

。
そ
の
綱
要
は
、
彼
に
よ
る
根
本
基
準
の
中
で
も
、
現
代
ま
で
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
（
46
）

。

三
〇
年
戦
争
の
終
結
段
階
で
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
二
度
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
将
軍
ウ
ラ
ン
ゲ

ル
（W

rangel

）
と
の
交
渉
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
と
り
わ
け
、
軍
隊
行
進
、
宿
営
、
軍
税
な
ど
の
結
果
に
よ
る
損
失
を
ゴ
ー
タ
領

一
四
四



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
二
九
九
）

邦
か
ら
回
避
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
派
遣
団
が
オ
ー
ア
ド
ゥ
ル
フ
（O

hrdruf

）
に
宿
営
し
た
一
六
四
七
年
二
月
、

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
公
爵
の
他
の
二
人
の
官
吏
、
ハ
ン
ス
・
カ
ス
パ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ミ
ル
テ
ィ
ッ
ツ
（H

anß C
aspar von M

iltitz. 1608-

1670

）
そ
し
て
猟

イ
エ
ー
ガ
ー
マ
イ
ス
タ
ー

兵
隊
長
ハ
ン
ス
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
（H

annß L
udw
ig von W

angenheim

）（
添
付
資
料
1

参
照
）
と
一
緒
に
ウ
ラ
ン
ゲ
ル
の
許
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
二
月
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
も
う
一
度
同
様
の
任
務
を
受
け
た
（
47
）

。
一
六
四
六

年
半
ば
以
降
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
公
爵
の
官
吏
の
一
員
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
少
な
く
と
も
財
務
勘
定
書
（K

am
m
errechnungen

）
か
ら

分
か
る
。
と
い
う
の
も
そ
れ
に
よ
れ
ば
彼
は
、
一
六
四
五
／
四
六
年
度
の
会
計
四
半
期
に
最
初
の
俸
給
を
得
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

は
実
際
、
一
六
四
六
年
七
月
か
ら
九
月
（
末
）
に
合
致
し
た
。
彼
は
初
め
か
ら
、
中
で
も
宰

カ
ン
ツ
ラ
ー相

に
成
る
べ
き
、
個
々
の
中
央
行
政
〔
機

関
〕
の
長
た
ち
が
属
す
る
官
僚
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
た
（
添
付
資
料
1
、
続
き
1
参
照
）。
四
〇
年
代

│
お
よ
び
一
部
は
五
〇
年
代

│
の
会
計
証
拠
類
に
は
そ
の
数
が
か
な
り
継
続
的
に
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
五
人
か
ら
一
八
人
の
間
で
揺
れ
て
い
た
が
、
国
家
が
ど

の
よ
う
に
統
合
し
、
経
済
力
や
収
入
が
増
え
て
い
っ
た
か
に
は
っ
き
り
と
対
応
し
て
、
そ
れ
は
後
に
二
〇
人
以
上
と
な
っ
た
。
俸
給
の
高

さ
も
次
第
に
、
三
〇
年
戦
争
の
終
わ
り
に
は
す
で
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
は
、
各
一
人
一
人
の
構
成
員
に
対
す
る
俸
給
の
高
さ
に
あ
っ
た
の
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
別
の
グ
ル
ー
プ

で
行
わ
れ
た
官
吏
た
ち
へ
の
支
払
例
は
、
こ
の
総
括
的
な
推
量
に
矛
盾
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
私
た
ち
は
全
く
単
純
に
、
ゴ
ー
タ
国
家

の
指
導
的
官
僚
を
考
え
て
い
る
。
彼
ら
だ
け
は
、
当
時
の
簿
記
の
順
番
で
他
の
人
た
ち
か
ら
際
立
っ
て
い
た
。
グ
ル
ー
プ
そ
れ
自
体
の
中

で
は
、
頂
点
に
い
る
宰
カ
ン
ツ
ラ
ー相

に
始
ま
り
（
48
）

、
後
継
者
有
力
メ
ン
バ
ー
団
と
も
呼
べ
る
比
較
的
若
い
構
成
員
た
ち
ま
で
、
か
な
り
強
烈
な
序
列
も

証
明
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
メ
ン
バ
ー
団
は
、
彼
ら
の
出
世
の
最
初
に
位
置
し
、
き
わ
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
任
務
で
ま
ず
試
さ
れ
、
そ
し
て

〔
そ
の
能
力
を
〕
実
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
49
）

。

一
四
五



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
〇
〇
）

一
六
四
八
年
一
二
月
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
将
来
、
宮
廷
で
生
活
す
る
と
い
う
条
件
で
、

小ホ
ー
フ
ユ
ン
カ
ー

姓
に
任
命
さ
れ
た
（
50
）

。
け
れ
ど
も
具
体
的
な
任
務
を
彼
は
そ
の
時
、
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
51
）

。
い
ず
れ
に
し
て
も
彼
は
ど

う
や
ら
、
時
間
を
多
岐
に
わ
た
る
勉
学
に
利
用
し
た
ら
し
い
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
比
較
的
小
さ
な
原
稿
、
写
し
、
印
刷
物
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
部
は
確
実
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
由
来
、
も
し
く
は
彼
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
そ

れ
ら
に
は
日
付
が
全
部
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
個
々
の
品
に
は
、
短
い
論
究
「
最
後
の
晩
餐
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
教
思

想
（C

hristliche G
edancken vom

 H
och-H

eiligsten A
bendm

ahl

）」（
日
付
は
一
六
四
八
年
一
月
三
〇
日
）、
あ
る
い
は
も
っ
と
有
名
な
イ
ン
ゼ

ル
ス
ベ
ル
ク
の
詩
「
イ
ン
ゼ
ル
ベ
ル
ク
讃
歌
（L

ob-R
ede des H

einssel-B
ergs

）」（
一
六
四
九
年
の
手
書
き
自
筆
原
稿
な
ら
び
に
一
七
〇
二
年
の

印
刷
物
）
が
含
ま
れ
る
（
52
）

。

一
六
四
九
年
一
一
月
七
日
付
領
邦
君
主
へ
の
請
願
書
に
お
い
て
、
宮
廷
で
の
自
分
の
役
割
に
関
す
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
不
満
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
彼
は
、
自
分
に
将
来
、
本
物
の
職
責
が
与
え
ら
れ
、
給
料
が
少
し
増
額
す
る
こ
と
を
願
っ
た
。

例
を
挙
げ
れ
ば
、
俸
給
の
懇
願
は
か
な
り
早
く
か
ら
叶
え
ら
れ
た
け
れ
ど
も
（
53
）

、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
と
っ
て
ゴ
ー
タ
に
お
け
る
彼
の
地

位
は
、
依
然
と
し
て
か
な
り
不
遇
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
若
き
皇
子
の
養

ホ
ー
フ
マ
イ
ス
タ
ー

育
官
を
引
き
受
け
る
よ
う
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
・
バ

イ
ロ
イ
ト
辺
境
伯
（M
arkgraf von B

randenburg-B
ayreuth

）
の
提
案
が
よ
う
や
く
、
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
え
る
。
エ
ル
ン
ス
ト

敬
虔
公
は
、
中
で
も
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
の
職
を
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
約
束
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
宮
廷
に
引
き
続
き
縛
り
つ
け
る
あ
か
ら
さ
ま

な
努
力
を
し
た
（
54
）

。
早
く
か
ら
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
勤
務
に
留
ま
り
、
大
公
の
明
確
な
許
可
が
な
け
れ
ば
他
の
職
務

を
受
諾
し
な
い
と
、
あ
る
証
文
で
誓
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
文
書
は
、
一
六
五
〇
年
七
月
一
五
日
の
日
付
と
な
っ
て
い
る
（
55
）

。

一
六
五
〇
年
に
も
、
お
そ
ら
く
暦
年
最
後
の
四
半
期
を
も
っ
て
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、

一
四
六



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
〇
一
）

侍カ
ン
マ
ー
ユ
ン
カ
ー

従
の
称
号
を
有
し
た
。
こ
れ
は
、
新
し
い
具
体
的
な
任
務
が
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
で
も
彼
に
は
お
そ
ら
く
完
全
な
満
足
が
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
財
政
的
に
変
化
が
生
じ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
参
照
、
添
付
資
料
1
、
一
六
四
九

／
五
〇
年
度
欄
以
下
）。

と
こ
ろ
で
、
財
務
会
計
簿
の
「
尊
崇
費
」
や
「
食
糧
お
よ
び
旅
行
費
」（G

nädige V
erehrungen und Z

ehrung und R
eisekosten der 

K
am
m
errechnungesbände

）
の
欄
（
添
付
資
料
2
と
3
参
照
）
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
ゴ
ー
タ
に
お
け
る
自
分
の
職
務
の
最
初
の
年
、
上

位
の
地
位
を
得
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
載
っ
て
い
る
。

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
、
母
を
一
六
五
〇
年
三
月
三
〇
日
に
亡
く
し
た
こ
と
、
に
言
及
し
な
い

わ
け
に
は
い
け
な
い
。
彼
女
は
、
四
五
歳
を
迎
え
て
数
週
間
後
、
エ
ア
フ
ル
ト
で
亡
く
な
っ
た
。
彼
女
は
八
人
の
子
供
に
生
を
授
け
た
の

で
あ
る
（
56
）

。

第
二
章
第
二
節　

宮ホ
ー
フ廷

・
司ユ

ス
テ
ィ
ツ
ィ
ー
ン
ラ
ー
ト

法
参
議
官
へ
の
昇
任
と
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
の
執
筆
（
一
六
五
一
│
一
六
五
五
／
五
六
）

一
六
五
一
年
八
月
一
三
日
、
枢
密
ラ
ー
ツ
コ
レ
ギ
ウ
ム
の
形
成
（
一
〇
月
一
日
）
の
数
週
間
前
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
お

よ
び
司

ユ
ス
テ
ィ
ツ
ィ
ー
ン
ラ
ー
ト

法
参
議
官
へ
の
任
命
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
、
領
邦
統レ

ギ
ー
ル
ン
ク

治
院
の
一
員
と
な
っ
た
。
彼
の
任
務
は
、
任
命
資
料
の
中
に

書
か
れ
て
い
た
（
57
）

。
そ
こ
か
ら
と
り
わ
け
、
既
存
条
令
の
改
良
な
ら
び
に
総
合
的
な
あ
る
い
は
個
別
的
な
種
類
の
将
来
的
な
条
令
編
纂
（
領

邦
条
令
ま
で
）
に
参
加
す
る
義
務
が
導
き
出
さ
れ
る
。
一
六
五
一
／
五
二
会
計
年
度
の
最
初
の
三
か
月
で
、
彼
は
他
の
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
と
同

じ
俸
給
を
得
て
い
た
（
添
付
資
料
1
）。
エ
ル
ン
ス
ト
公
は
一
六
四
一
年
い
わ
ゆ
る
「
参
議
官
の
義
務
」（R

äthe P
fl icht

）
を
公
布
し
た
。

こ
れ
で
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
一
六
五
一
年
八
月
一
三
日
に
、
宰

カ
ン
ツ
ラ
ー相

フ
ラ
ン
ツ
ケ
、
財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
フ
ォ
ム
・
ハ
ー
ゲ
ン
（vom

 H
agen

）、

一
四
七



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
〇
二
）

宮ホ
ー
フ廷

・
宗コ

ン
ジ
ス
ト
リ
ア
ル
ラ
ー
ト

務
庁
参
議
官
ロ
ー
プ
ハ
ル
ツ
ベ
ル
ガ
ー
（L

obhardtsberger

）
な
ら
び
に
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
ア
ー
ヴ
ェ
マ
ン
（A

vem
ann

）
の
眼
前
で

宣
誓
を
行
っ
た
の
で
あ
る
（
58
）

。
後
に
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
と
い
う
資
格
で
、
彼
は
、
他
の
職
員
の
宣
誓
に
証
人
と
し
て
参
加
す
る
権
利
も
有
し
て

い
っ
た
（
59
）

。

彼
の
収
入
を
著
し
く
改
善
さ
せ
た
宮
廷
で
の
新
し
い
地
位
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
と
う
と
う
結
婚
の
機
会
を
与
え
た
。
一
六
五
一
年

一
一
月
一
六
日
彼
は
女

カ
ン
マ
ー
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

官
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ユ
リ
ア
ネ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ィ
パ
ハ
（E

lisabeth Juliane von V
ippach

）
と
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク

で
結
婚
し
た
（
60
）

。
残
念
な
が
ら
、
一
家
の
長
と
し
て
は
幸
福
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
最
初
の
娘
ア
ン
ナ
・
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
（A

nna 

E
lisabeth

）（
一
六
五
二
年
一
〇
月
一
五
日
誕
生
）
は
、
生
ま
れ
て
六
週
間
で
亡
く
な
っ
た
（
61
）

。
二
番
目
の
娘
カ
タ
リ
ー
ナ
・
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト

（C
atharina E

lisabeth

）（
一
六
五
四
年
八
月
四
日
誕
生
）
も
、
数
か
月
後
の
一
六
五
四
年
一
〇
月
二
九
日
死
去
し
て
い
る
（
62
）

。
こ
の
結
婚
生
活

で
は
そ
れ
以
外
の
子
供
の
誕
生
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

二
人
の
娘
の
誕
生
と
埋
葬
と
の
関
連
で
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
家
に
与
え
ら
れ
た
財
政
的
配
分
金
（
添
付
資
料
3
、
続
き
1
）
は
、
公
国
に
お

い
て
は
当
時
一
般
的
に
通
例
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
領
邦
君
主
の
職
員
だ
け
に
該
当
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
配
分
金
が
関
連
す

る
原
因
は
様
々
で
あ
っ
た
。

宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
、
司

ユ
ス
テ
ィ
ツ
ィ
ー
ン
ラ
ー
ト

法
参
議
官
へ
の
任
命
に
よ
っ
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
公
務
出
張
は
大
き
く
増
大
し
て
、
そ
れ
は
財
務
会
計
書
を
通
し

て
証
明
が
で
き
た
（
添
付
資
料
2
、
続
き
1
）。
し
か
し
そ
れ
は
お
そ
ら
く
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
し
ば
し
ば
、
一
六
五
一
年
の
終
わ
り

か
ら
一
六
五
六
年
の
終
わ
り
ま
で
の
期
間
に
四
回
は
旅
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

一
六
五
二
年
二
月
か
ら
三
月
、
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
に
お
い
て
包
括
的
な
ゲ
リ
ヒ
ト
巡
察
（G

erichtsvisitation

）
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
を
依
頼
さ
れ
た
の
が
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
（S

chröter

）
と
ブ
リ
ュ
ッ
ク
ナ
ー
（B

rückner

）
並
び
に
宗コ

ン
ジ
ス
ト
リ
ア
ル
ラ
ー
ト

務
庁
参
議
官
お
よ
び

一
四
八



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
〇
三
）

宮
廷
裁
判
所
裁
判
官
フ
ォ
ン
・
ミ
ル
テ
ィ
ッ
ツ
（von M

iltitz

）
で
あ
っ
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
参
加
は
文
書
を
見
て
も
明
ら
か
で
は

な
い
（
63
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
そ
の
当
時
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
か
ら
ゴ
ー
タ
国
家
の
描
写
を
行
う
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
描
写
に
よ
っ
て
、
他
の
領
邦
国
家
の
状
況
に
適
合
し
た
、
自

国
行
政
構
造
の
形
成
に
応
用
で
き
る
可
能
性
を
提
供
せ
よ
、
と
い
う
ふ
う
に
で
あ
っ
た
（
64
）

。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
は
当
時
、
一
方
で
は
行
政
実
務
処
理
に
参
加
す
る
可
能
性
、
他
方
で
は
そ
こ
で
得
ら
れ
た
経
験
や
知
識
を
理
論
的

に
消
化
し
て
い
く
余
地
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
か
く
し
て
彼
が
、
一
六
五
三
年
の
新
し
い
領
邦
条
令
の
採
択
に
関
与
し
た
の
は
確
実
で

あ
る
（
65
）

。
だ
が
、
彼
の
実
務
的
・
知
的
研
究
の
主
た
る
成
果
は
、
一
六
五
五
年
に
完
成
し
、
一
年
後
公
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
著
作
『
ド
イ

ツ
君
主
国
（
66
）

』
で
あ
る
。
出
版
の
時
点
で
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
三
〇
歳
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
、
司

ユ
ス
テ
ィ
ツ
ィ
ー
ン
ラ
ー
ト

法
参
議
官
の
在
職
は
わ
ず
か

に
四
年
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
『
君
主
国
』
発
行
に
対
す
る
エ
ル
ン
ス
ト
公
の
側
の
承
認
で
お
そ
ら
く
、
一
六
五
六
年
春
（
67
）

、
財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
へ
の
任
命
が
付

け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
六
六
三
年
ま
で
彼
は
、
宮ホ

ー
フ廷

・
財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
と
い
う
称
号
を
名
乗
り
、
高
い
給
料
を
受
け
取
っ
た
（
添
付
資
料
1
、
続
き
3
）。

第
二
章
第
三
節　

宮ホ
ー
フ廷

・
財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
な
ら
び
に
イ
エ
ナ
宮
廷
裁
判
所
裁
判
官
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（
一
六
五
六
│
一
六
六
三
）

一
六
五
七
年
半
ば
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
ン
家
共
通
の
イ
エ
ナ
宮
廷
裁
判
所
裁
判
官
の
死
去
に
よ
り
、
当
該
職
の
新
任
問
題
が

起
き
た
後
、
ザ
ク
セ
ン
・
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
公
（H

erzog F
riedrich W

ilhelm
 von S

achsen-

A
ltenburg

）、
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
の
・
エ
ル
ン
ス
ト
公
、
ザ
ク
セ
ン
・
ワ
イ
マ
ー
ル
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
公
（H

erzog W
ilhelm

 von 

一
四
九



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
〇
四
）

S
achsen-W

eim
ar

）
の
間
で
相
応
の
合
意
が
行
わ
れ
た
。
最
終
的
に
、
ゴ
ー
タ
の
宮ホ

ー
フ廷

・
財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
で
あ
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
そ

れ
を
依
頼
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
本
職
へ
の
任
命
は
一
六
五
七
年
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
い
ず
れ
に
し
て
も
宮
廷
裁
判
所

会
議
が
イ
エ
ナ
で
設
定
さ
れ
て
い
た
時
で
あ
っ
た
（
68
）

。
そ
れ
に
関
連
す
る
昇
給
は
も
ち
ろ
ん
、
財
務
会
計
書
に
よ
っ
て
跡
付
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
（
添
付
資
料
1
、
一
六
五
六
／
六
七
〔sic

〕
年
度
以
下
参
照
（
69
）

）。

一
六
七
〇
年
一
月
七
日
、
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
の
エ
ル
ン
ス
ト
公
に
対
す
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
申
請
に
お
い
て
、
彼
は
本
職
〔
イ
エ

ナ
宮
廷
裁
判
所
裁
判
官
〕
の
免
除
を
願
い
出
た
。
そ
れ
は
彼
が
一
二
年
半
以
上
、
本
職
を
行
っ
て
い
た
後
の
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
彼
は
、

絶
え
間
な
く
増
え
る
（
職
務
上
の
）
負
担
と
同
時
に
「
体
力
の
減
少
」
の
た
め
と
弁
明
し
た（70
）

。
大
公
た
ち
の
相
互
の
合
意
に
よ
り
、
ゼ
ッ

ケ
ン
ド
ル
フ
の
願
い
が
叶
え
ら
れ
た
。
新
し
い
宮
廷
裁
判
官
が
選
任
さ
れ
た
の
は
、
数
年
が
経
過
し
て
後
の
事
で
あ
っ
た
（
71
）

。

エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
の
習
わ
し
に
は
、
自
分
の
息
子
た
ち
に
よ
い
教
育
を
行
う
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
た
。
彼
ら
が
長
じ
た
と
き
、

│

と
り
わ
け
西
方
の

│
外
国
へ
研
修
旅
行
を
実
施
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、
最
も
頻
繁
に
旅
行
の
目
的
地
と
さ
れ

た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
っ
た
。
公
の
長
子
で
王
位
継
承
者
の
ヨ
ハ
ン
・
エ
ル
ン
ス
ト
（Johann E

rnst. 1641-57

）
は
、
一
六
五
七
年
九

月
半
ば
、
自
身
四
度
目
と
な
る
オ
ラ
ン
ダ
旅
行
を
開
始
し
た
。
そ
れ
は
な
か
ん
ず
く
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
（F

rankfurt 

am
 M
ain

）、
マ
イ
ン
ツ
（M

ainz

）、
ケ
ル
ン
（K

öln

）、
ニ
ム
ヴ
ェ
ー
ゲ
ン
（N

ym
w
egen

）、
ハ
ー
グ
（H

aag

）、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

（A
m
sterdam

）
を
回
っ
て
ユ
ト
レ
ヒ
ト
（U

trecht

）
ま
で
、
そ
し
て
帰
り
は
も
う
一
度
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
回
っ
て
ゴ
ー
タ
へ
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
旅
行
は
一
六
五
七
年
の
九
月
一
五
日
か
ら
一
〇
月
三
一
日
ま
で
か
か
っ
た
。

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
こ
の
旅
で
は
皇
子
の
常
任
随
行
人
で
あ
っ
た
。
彼
の
ペ
ン
か
ら
詳
細

な
旅
行
報
告
が
生
ま
れ
た
が
、
彼
は
そ
れ
を
エ
ル
ン
ス
ト
公
に
対
し
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、

一
五
〇



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
〇
五
）

旅
行
団
と
エ
ル
ン
ス
ト
公
と
の
間
で
は
広
範
囲
に
わ
た
る
文
書
の
や
り
取
り
や
、
日
誌
風
の
記
録
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
72
）

。
リ
ヒ
ャ
ル

ト
・
パ
ー
ナ
ー
は
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
前
に
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
記
録
に
言
及
し
て
い
た
。
彼
は
そ
れ
を
、
一
七
世
紀
の
風
俗
史
、
文
化

史
へ
の
貴
重
な
貢
献
で
あ
る
と
説
明
し
た
（
73
）

。
そ
の
記
録
は
公
刊
が
待
た
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
書
の
あ
る
個
所
で
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ

付
き
の
ユ
ン
カ
ー
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ー
タ
宮
殿
に
お
け
る
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
弟
ハ

イ
ン
リ
ヒ
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
の
存
在
を
示
唆
す
る
最
初
の
も
の
が
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
（
74
）

。

後
者
は
、
こ
の
時
点
で
お
よ
そ
二
〇
歳
で
あ
っ
た
。
彼
の
地
位
は
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
相
当
の
尽
力
に
き
わ
め
て
大
き
く

帰
せ
ら
れ
る
。
財
務
会
計
書
を
調
べ
る
と
彼
は
、
一
六
六
〇
／
六
一
年
度
に
初
め
て
侍

カ
ン
マ
ー
ユ
ン
カ
ー

従
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
の
こ
と
は
当
然
、
す
き

ま
だ
ら
け
の
継
承
物
に
よ
っ
て
、
五
〇
年
代
末
と
限
定
さ
れ
る
。
別
の
箇
所
で
彼
は
、
一
六
五
九
年
以
降
、
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
75
）

。

後
年
、
彼
は
「
若
き
支
配
者
」（
皇
子
）
の
養

ホ
ー
フ
マ
イ
ス
タ
ー

育
官
、
侍

カ
ン
マ
ー
ユ
ン
カ
ー

従
、
そ
し
て
宗
務
庁
員
（C

onsistorialassessor

）
へ
と
昇
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

彼
は
そ
の
地
位
を
一
六
六
四
年
中
ご
ろ
放
棄
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
、
彼
に
兄
が
続
い
た
の
で
あ
る
。（
添
付
資
料
1
、
一
六
六
〇
／
六
一
│

一
六
六
三
／
六
四
年
度
参
照
）。

ゴ
ー
タ
宮
殿
で
数
年
を
過
ご
し
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
次
第
に
、
責
任
の
重
い
任
務
を

代
行
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
、
ど
う
や
ら
当
初
か
ら
、
指
導
的
国
家
官
吏
グ
ル
ー
プ
の
中
の
一
員
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
皇
子
の
養
ホ
ー
フ
マ
イ
ス
タ
ー

育
官
と
い
う
身
分
で
彼
は
、
様
々
の
旅
行
で
皇
子
に
付
き
添
っ
た
。
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
ヒ
オ
プ
・
ル
ド
ル
フ
（H

iob 

L
udolff 

）
と
一
緒
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
二
つ
の
比
較
的
大
き
な
企
画
が
言
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
先
ず
、
一
六
六
一
年

八
月
か
ら
一
〇
月
に
わ
た
る
皇
子
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（F

riedrich

）
と
ア
ル
ベ
ル
ト
（A

lbert

）
の
ウ
ィ
ー
ン
旅
行
で
あ
っ
た
（
76
）

。
そ
の
次
に
、

皇
子
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
三
回
目
）、
ア
プ
レ
ヒ
ト
（A

brecht

）（
二
回
目
）、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
（B

ernhard

）（
一
回
目
）
の
費
用
の
か
さ
む
オ
ラ

一
五
一



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
〇
六
）

ン
ダ
旅
行
が
、
一
六
六
二
年
七
月
、
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
は
一
六
六
三
年
二
月
に
ゴ
ー
タ
で
終
了
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
ハ
イ
ン
リ

ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
比
較
的
長
い
旅
行
報
告
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
77
）

。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
弟
の
ゴ
ー
タ
時
代
に
関
す
る
乏

し
い
報
告
を
終
え
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
次
の
こ
と
に
言
及
し
て
お
く
。
彼
は
一
六
六
〇
年
九
月
か
ら
一
六
六
一
年
三
月
ま
で
、
エ
ル
ン

ス
ト
公
の
指
示
で
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
領
低
地
諸
国
に
滞
在
し
た
（
78
）

。

一
六
五
八
年
春
、
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
は
、
広
範
囲
の
ア
ム
ト
巡
察
（Ä

m
tervisitation

）
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、

│
現
地
調
査
に

由
来
し
な
が
ら

│
国
家
建
設
の
更
な
る
強
化
、
具
体
的
に
は
ア
ム
ト
、
ゲ
リ
ヒ
ト
、
都
市
に
お
け
る
行
政
（
ポ
リ
ツ
ァ
イ
）
と
司
法
の

改
良
、
に
役
立
っ
た
。

最
高
の
官
吏
た
ち

│
宰カ

ン
ツ
ラ
ー

相
フ
ラ
ン
ツ
ケ
を
例
外
と
し
て

│
で
あ
る
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
・
宗コ

ン
ジ
ス
ト
リ
ア
ル
ラ
ー
ト

務
庁
参
議
官
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
最
高
責
任
者
）、

宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
ア
ー
ヴ
ェ
マ
ン
、
そ
し
宮ホ

ー
フ廷

・
財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
、
が
所
属
す
る
特
別
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
（
79
）

。

全
般
の
活
動
や
個
々
の
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
に
対
す
る
厳
密
な
指
図
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
か
ら
与
え
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
命
じ
ら
れ
た
各

宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
は
特
定
の
ア
ム
ト
に
対
し
て
巡
察
を
行
う
、
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

五
月
一
二
日
付
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
対
す
る
命
令
に
は
、
あ
る
個
所
で
、
以
下
の
よ
う
に
、
具
体
的
に
彼
へ
の
任
務
が
記
述
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

「
貴
下
は
、
今
般
、
わ
が
ア
ム
ト
で
あ
る
ヴ
ァ
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
イ
ヒ
タ
ー
ス
ハ
ウ
セ
ン
、
ト
ン
ド
ル
フ
の
全
官
吏
を
、
そ
の
地
に
存

す
る
村
の
学
校
問
題
に
つ
い
て
、
あ
る
一
定
の
時
間
、
ど
こ
の
場
所
に
あ
っ
て
も
、
ア
ム
ト
庁
舎
に
来
さ
せ
る
べ
し
。
そ
し
て
貴
下
は
指

定
の
時
間
に
赴
き
、
最
初
に
、
出
頭
し
た
官
吏
そ
し
て
彼
ら
の
村
の
学
校
問
題
に
対
し
て
、
言
及
さ
れ
た
文
書
で
そ
の
必
要
性
を
激
し
く
、

一
五
二



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
〇
七
）

そ
し
て
詳
細
に
不
満
を
表
明
さ
れ
た
し
（
80
）

。」

こ
う
し
た
措
置
を
実
行
す
る
の
に
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
他
の
そ
れ
に
関
与
す
る
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
と
同
様
に
、
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
最
高
責
任
を
無
視
し
て
も
、
一
般
的
な
仕
事
の
割
り
振
り
に
相
違
は
認
識
で
き
な
い
。

一
六
六
二
年
の
大
き
な
第
二
回
ア
ム
ト
巡
察
と
の
関
連
で
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
直
接
参
加
し
た
の
か
は
、
は
っ
き
り
と
は
認
識
で
な

か
っ
た
（
81
）

。
だ
が
実
際
そ
う
〔
＝
不
参
加
〕
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
も
う
一
つ
の
原
典
が
、
お
そ
ら
く
説
明
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ

う
。
文
献
で
は
、
こ
の
時
点
で
の
ゲ
リ
ヒ
ト
巡
察
へ
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
関
与
が
、
再
三
再
四
、
言
及
さ
れ
て
い
る
。

一
六
五
九
年
一
月
一
五
日
、
長
年
宰カ

ン
ツ
ラ
ー

相
で
あ
っ
た
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ラ
ン
ツ
ケ
が
亡
く
な
っ
た
。
後
継
者
と
な
っ
た
の
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
（W

ilhelm
 S
chröter

）
で
あ
っ
た
。
彼
は
同
様
に
、
自
分
が
亡
く
な
る
一
六
六
三
年
ま
で
こ
の
職
に
あ
っ
た
。

一
六
六
〇
年
以
降
、
彼
は

│
当
分
の
間
、
唯
一
の
官
吏
と
し
て

│
、
同
じ
よ
う
に
死
ぬ
ま
で
、
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
の
称
号
を
有
し
た
。
彼

の
後
任
が
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
で
、
彼
は
こ
の
称
号
を
受
け
継
い
だ
。
も
ち
ろ
ん
た
だ
ち
に
で
は
な
か
っ
た
が
、
短
期
間
の
う
ち
に
彼
は
、

枢
密
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
・
財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
と
名
乗
っ
た
（
添
付
資
料
1
、
一
六
六
二
／
六
三
年
度
の
欄
。
第
二
章
第
四
節
参
照
）。
も
っ
と
詳
細
に
こ

の
問
題
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
よ
り
遠
く
へ
は
ず
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
い
る
重
要
な
文
書
は
、
と

り
わ
け
、
一
六
六
〇
年
一
月
二
三
日
の
宣
言
と
、
一
六
六
八
年
一
二
月
一
二
日
の
枢
密
参
議
会
条
令
で
あ
る
（
82
）

。

一
六
六
〇
年
一
月
一
三
日
、
宮ホ

ー
フ廷

・
司

ユ
ス
テ
ィ
ツ
ィ
ー
ン

法
・
宗コ

ン
ジ
ス
ト
リ
ア
ル
ラ
ー
ト

務
庁
参
議
官
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
宰

カ
ン
ツ
ラ
ー相

と
し
て
の
宣
誓
で
は
、
証
人
と

し
て
、
宮ホ

ー
フ廷

・
司

ユ
ス
テ
ィ
ツ
ィ
ー
ン
ラ
ー
ト

法
参
議
官
ア
ー
ヴ
ェ
マ
ン
や
ハ
イ
デ
ン
ラ
イ
ヒ
（H

eidenreich

）
と
並
ん
で
、
宮ホ

ー
フ廷

・
司

ユ
ス
テ
ィ
ツ
ィ
ー
ン

法
・
財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
そ
し
て

イ
エ
ナ
総
合
宮
廷
裁
判
所
裁
判
官
で
あ
っ
た
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
出
席
し
た
。
こ
こ
で
は
、
添

一
五
三



政
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四
十
九
巻
第
二
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二
〇
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二
年
九
月
）

（
三
〇
八
）

付
資
料
1
（
一
六
六
〇
／
六
一
年
度
以
下
）
の
記
述
と
は
一
致
し
て
い
な
い
全
体
の
称
号
に
注
意
が
払
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
こ
と
に
起

因
す
る
は
ず
で
あ
る
。
財
務
会
計
簿
（K

am
m
errechnungsbücher

）
の
管
理
で
は
一
般
的
に
、
称
号
を
完
全
に
列
挙
す
る
こ
と
は
明
ら
か

に
断
念
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
一
六
六
〇
年
初
め
の
ゴ
ー
タ
公
国
に
お
け
る
指
導
的
国
家
官
僚
の
中
で
の
実
際
上
の
序
列
の
問

題
と
の
関
連
で
、
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
こ
れ
ら
証
人
チ
ー
ム
の
中
で
、
添
付
資
料
1
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
ー
ヴ
ェ
マ
ン
と
ハ
イ
デ
ン
ラ
イ
ヒ

の
間
で
登
場
す
る
（
83
）

。
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
証
人
と
し
て
は
二
度
、
他
の
高
級
官
吏
の
雇
用
の

際
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
先
ず
、
一
六
六
〇
年
七
月
四
日
、
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
ヒ
オ
プ
・
ル
ド
ル
フ
の
宣
誓
の
時
で
あ
る
。
順
序
は
、

改
め
て
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
ア
ー
ヴ
ェ
マ
ン
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
で
あ
る
。
二
番
目
の
登
録
は
一
六
六
四
年
九
月
八
日
の
日
付
で
、
彼
が

ゴ
ー
タ
に
お
け
る
職
務
を
辞
す
る
直
前
で
あ
っ
た
。
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
と
し
て
彼
は
、
こ
の
登
録
で
は
ハ
イ
デ
ン
ラ
イ
ヒ
と
ル
ド
ル
フ
の
前
で

第
一
位
を
占
め
て
い
る
。
ア
ー
ヴ
ェ
マ
ン
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

五
〇
年
代
の
末
頃
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
職
務
旅
行
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
伝
え
ら
れ
る
一
六
五
六
／
五
七
年
度
財
務
会
計
簿
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
（
添
付
資
料
2
）。

そ
の
後
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
か
ら
の
委
任
旅
行
を
彼
は
行
っ
た
。
ド
レ
ス
デ
ン
（
一
六
五
七
年
の
一
月
、
二
月
）、
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
（
一
六
五
九

年
一
月
）、
ワ
イ
マ
ー
ル
と
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
（
一
六
六
〇
年
末
）、
エ
ア
フ
ル
ト
（
一
六
六
〇
年
九
月
と
一
六
六
一
年
一
月
）、
カ
ッ
セ
ル

（
一
六
六
一
年
一
〇
月
）、
ク
ア
マ
イ
ン
ツ
と
ヘ
ッ
セ
ン
・
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
一
六
六
二
年
七
月
）、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン

と
マ
イ
ン
ツ
（
一
六
六
二
年
秋
）、
そ
し
て
一
六
六
二
年
末
以
降
数
回
の
エ
ア
フ
ル
ト
、
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
、
ゴ
ー
タ
宮
廷

に
お
け
る
彼
の
地
位
が
恒
常
的
に
良
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

一
五
四



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
〇
九
）

六
〇
年
代
初
め
以
降
彼
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
宰

カ
ン
ツ
ラ
ー相

職
を
務
め
る
最
後
ま
で
、
上
か
ら
三
番
目
の
俸
給
を
得
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
宮
廷
裁
判
所
で
の
職
務
に
対
す
る
報
酬
を
一
緒
に
計
算
は
し
て
い
な
い
。
一
六
六
〇
年
一
〇
月
そ
し
て
一
六
六
一
年
八
月
彼

は
、
二
度
比
較
的
多
額
の
援
助
金
を
受
け
取
っ
た
（
添
付
資
料
3
、
続
き
1
参
照
）。
だ
が
全
体
と
し
て
、
彼
が
こ
の
時
点
で
、
エ
ル
ン
ス

ト
敬
虔
公
宮
廷
で
占
め
て
い
た
本
当
の
地
位
像
は
、
依
然
と
し
て
不
完
全
に
思
わ
れ
る
に
違
い
な
い
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
働
き
に
関
す

る
更
な
る
原
典
を
開
拓
し
、
同
時
に
、
彼
の
活
動
分
野
に
お
け
る
そ
の
他
の
上
級
公
務
員
た
ち
に
も
同
様
に
徹
底
的
に
取
り
組
め
ば
、
そ

の
輪
郭
が
よ
り
精
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
添
付
資
料
1
は
も
っ
と
完
全
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
方
向
へ
の
一
歩
は
添

付
資
料
1
が
表
し
て
い
る
。
他
方
に
お
い
て
、
ひ
と
は
、
こ
れ
ら
の
細
部
調
査
に
よ
っ
て
、
同
時
に
い
よ
い
よ
、
一
官
僚
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル

フ
の
伝
記
と
い
う
立
場
を
捨
て
て
、
官
僚
制
史
な
い
し
、
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
行
政
史
に
移
る
で
あ
ろ
う
。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
へ
の
枢
密
宮ホ
ー
フ廷

・
財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
、
な
い
し
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
招
聘
後
、
お
よ
そ
一
六
六
三
年
春
以
降
の
彼
の
地
位
は
議

論
の
余
地
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
に
と
っ
て
首
席
の
官
吏
へ
と
昇
進
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
章
第
四
節 　

ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
国
勤
務
に
お
け
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
経
歴
の
最
高
潮
（
一
六
六
三
│
一
六
六
四
）

今
や
、
ゴ
ー
タ
に
お
け
る
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
活
動
を
扱
う
べ
き
本
節
は
、
本
研
究
に
お
い

て
、
彼
へ
の
論
述
の
内
容
や
方
法
を
通
じ
て
、
多
く
の
点
で
特
別
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
本
節
は
、
あ
る
点
で
は
、
本
来
的
な
結
論
を

形
成
し
て
い
く
。
と
い
う
の
も
、
第
三
章
に
し
て
最
終
章
は
、
新
し
く
開
拓
さ
れ
た
原
典
資
料
の
利
用
に
そ
れ
ほ
ど
基
づ
い
て
は
い
な
い

か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
主
に
、
第
一
章
で
概
略
開
始
さ
れ
た
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
伝
記
の
継
続
と
完
成
に
役
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
本
節
で

考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
、
二
年
間
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
一
六
年
半
に
も
及
ぶ
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
宮
廷
で
の
ゼ
ッ
ケ

一
五
五



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
一
〇
）

ン
ド
ル
フ
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
行
路
と
比
較
し
て
も
、
本
節
に
と
っ
て
、
現
存
の
継
承
さ
れ
て
き
た
原
典
文
書
の
ほ
う
が
重
要
と
な
る
。

原
典
資
料
の
豊
富
さ
は
と
り
わ
け
、
前
宰カ

ン
ツ
ラ
ー

相
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
死
後
一
六
六
三
年
初
め
に
獲
得
し
た
〔
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
〕
指
導
的
地

位
に
起
因
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
任
務
は
そ
の
範
囲
が
と
て
も
増
大
し
た
。
エ
ル
ン
ス
ト
公
の
た
め

に
彼
が
旅
に
出
た
数
々
の
使
命
は
、
国
政
上
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
そ
れ
相
応
に
詳
細
に
文
書
類
に
反
映
さ

れ
て
い
る
。

全
資
料
を
調
べ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
研
究
の
枠
組
み
を
超
え
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
た
め
そ
れ
を
課
題
に
設
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
別
の
論
究
に
留
保
し
て
お
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
で
は
、
単
に
、
重
要
な
い
く
つ
か
の
鍵
と

な
る
デ
ー
タ
が
言
及
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
再
度
、
も
っ
と
濃
密
に
文
献
に
も
立
ち
返
る
こ
と
に
な
る
。

す
で
に
ウ
ル
リ
ヒ
・
ヘ
ス
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
死
後
、
宰
カ
ン
ツ
ラ
ー相

職
は
さ
し
あ
た
り
、
再
び
配
置
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
、
と
（
84
）

。
ヘ
ス
は
、
あ
る
文
書
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。
そ
こ
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
一
六
六
三
年
春
、
ゼ
ッ
ケ
ン

ド
ル
フ
が
将
来
ゴ
ー
タ
行
政
内
で
ど
の
職
に
就
く
べ
き
か
、
熟
慮
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
一
六
六
三
年
三
月
二
七
日
付
と
な
っ
て
い
る
（
85
）

。

そ
の
後
、
彼
は
後
に
任
命
さ
れ
る
べ
き
宰

カ
ン
ツ
ラ
ー相

に
昇
格
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
、
外
交
政
策
、
家
計
事
項
、
そ
し
て

│
宰カ

ン
ツ
ラ
ー

相
の
任
命
ま

で
は

│
領
邦
事
項
へ
の
権
限
、
を
主
要
任
務
と
し
た
。
さ
ら
に
彼
に
対
し
て
財カ

ン

マ

ー

務
庁
の
指
導
も
割
り
当
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と

が
も
ち
ろ
ん
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
、
一
六
六
三
年
一
一
月
二
五
日
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
の
任
命
で

よ
う
や
く
実
現
さ
れ
た
と
し
て
も
、
お
よ
そ
一
年
半
後
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
86
）

。
今
や
彼
に
、
枢
密
ラ
ー
ト
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ
お
よ
び
財カ

ン

マ

ー

務
庁

の
監
督
が
依
頼
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
参
議
官
中
で
最
高
の
地
位
が
確
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
添
付
資
料
1
、
続
き
5
、
一
六
六
二

／
六
三
年
度
以
降
の
欄
参
照
）

一
五
六



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
一
一
）

既
に
、
第
二
章
第
三
節
で
次
の
こ
と
に
言
及
し
た
。
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
す
で
に
一
六
六
二

年
の
末
か
ら
た
び
た
び
、
エ
ア
フ
ル
ト
に
滞
在
し
た
、
と
。
と
り
わ
け
、
ザ
ク
セ
ン
宗
家
と
マ
イ
ン
ツ
選
帝
侯
国
と
の
、
エ
ア
フ
ル
ト
市

に
対
す
る
領
邦
高
権
（
ラ
ン
デ
ス
ホ
ー
ハ
イ
ト
）
を
巡
る
交
渉
と
の
関
連
で
、
一
六
六
三
年
と
一
六
六
四
年
、
ゴ
ー
タ
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
フ
ォ

ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
外
交
の
席
上
に
登
場
し
て
い
る
。
彼
は
、
集
中
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
彼
の
筆
に
よ
る
遺
稿
は
少
な

く
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
部
分
的
に
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
か
、
部
分
的
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
だ
け
か
で
あ
る
（
87
）

。
こ
れ
ら
文
書
の

大
半
は
、
学
術
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
（
88
）

。

ゴ
ー
タ
で
の
彼
の
最
後
の
勤
務
年
に
は
、
公
爵
か
ら
彼
に
依
頼
さ
れ
た
用
件
を
処
理
す
る
た
め
の
出
張
業
務
は
さ
ら
に
増
え
て
い
っ
た
。

確
定
し
て
い
た
退
職
の
数
日
前
で
す
ら
、
彼
は
、
三
人
の
職
員
を
連
れ
て
、
エ
ア
フ
ル
ト
市
の
将
来
の
運
命
に
関
す
る
新
交
渉
の
た
め

ツ
ァ
イ
ツ
と
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
へ
向
か
っ
た
（
添
付
資
料
2
、
続
き
2
と
3
参
照
）。

一
六
六
四
年
夏
、
彼
に
も
う
一
度
、
王
位
継
承
者
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
皇
子
に
付
き
添
い
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
。
皇
子

は
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
で
勉
学
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
で
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
そ
の
任

務
を
引
き
受
け
て
い
た
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
グ
リ
ー
ス
ハ
イ
ム
（G

ünther von G
rieszheim

）
に
皇
子
の
養

ホ
ー
フ
マ
イ
ス
タ
ー

育
官
と
し
て
、
勉
学
滞

在
期
間
を
共
に
護
衛
す
る
よ
う
約
束
さ
せ
た
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
で
の
短
期
滞
在
後
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
経
由
で
ゴ
ー
タ
へ
の
帰
路
に
就
い
た
（
89
）

。

そ
の
後
す
ぐ
彼
は
、
辞
表
を
提
出
し
た
。
八
月
末
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
は
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
に
留
ま
っ
て
い
る
息
子
に
そ
の
こ
と
を
伝

え
た
。
二
人
は
そ
れ
を
受
け
取
り
、
大
き
く
驚
い
た
。
一
六
六
三
年
一
一
月
、
枢ゲ
ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
の
任
命
の
際
す
で
に
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、

明
白
に
辞
職
の
意
思
を
表
明
し
て
い
た
（
90
）

。

一
五
七



政
経
研
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第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
一
二
）

正
確
な
動
機
に
つ
い
て
、
現
在
で
も
明
確
な
、
原
典
で
証
明
さ
れ
る
供
述
は
な
い
。
そ
れ
が
俸
給
の
高
さ
の
せ
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い

こ
と
は
、
確
実
で
あ
る
。
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
と
し
て
彼
は
、
彼
の
前
任
宰カ

ン
ツ
ラ
ー

相
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
ケ
と
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
二
人
よ
り
も
多
く
も

ら
っ
て
い
た
（
参
照
、
添
付
資
料
1
）。
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
解
釈
は
二
つ
の
方
向
に
向
か
う
。
一
つ
は
、
ゴ
ー
タ
辞
去
の
原
因
を
、

職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
で
最
後
の
数
年
間
増
え
続
け
た
負
担
、
そ
れ
に
よ
っ
て
学
術
研
究
の
時
間
が
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
に
見

る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

│
官
吏
と
し
て
の
性
格
に
お
け
る

│
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
と
、
最
上
級
の
雇
主
と
し
て
の
エ
ル
ン
ス

ト
公
と
の
間
で
の
い
く
つ
か
の
い
ざ
こ
ざ
を
そ
れ
ら
し
く
考
え
る
も
の
、
で
あ
る
（
91
）

。
こ
れ
ら
の
説
明
は
、
も
っ
と
も
だ
と
思
わ
れ
る
し
、

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
き
た
人
生
像
に
合
っ
て
い
る
。
新
し
い
原
典
の
解
明
が
お
そ
ら
く
最
終
的
に
は
、
そ
れ
を
は
っ

き
り
さ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
一
六
六
四
年
九
月
末
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
ザ
ク
セ
ン
・

ゴ
ー
タ
で
の
国
家
勤
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
お
よ
そ
三
か
月
後
、
彼
は
枢ゲ
ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
お
よ
び
宰

カ
ン
ツ
ラ
ー相

と
し
て
ア
ル
ベ
ル
ト
系
ザ
ク
セ
ン
・
ナ

ウ
ム
ブ
ル
ク
・
ツ
ァ
イ
ツ
の
モ
ー
リ
ッ
ツ
公
（H

erzog M
oritz von S

achsen-N
aum
burg-Z

eitz

）
の
も
と
で
新
し
い
地
位
に
就
い
た
。

第
三
章 　

ザ
ク
セ
ン
・
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
・
ツ
ァ
イ
ツ
公
国
宰カ

ン
ツ
ラ
ー

相
か
ら
新
設
ハ
レ
大
学
総カ

ン
ツ
ラ
ー

長
へ

 

│
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
没
す
る
ま
で
の
そ
の
後
の
生
活
状
況
の
概
観
（
一
六
六
四
│
一
六
九
二
）

一
六
六
四
年
ク
リ
ス
マ
ス
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
自
分
の
新
し
い
主
君
モ
ー
リ
ッ
ツ
公
か
ら
、

枢ゲ
ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
お
よ
び
宰

カ
ン
ツ
ラ
ー相

と
し
て
任
命
さ
れ
た
。
彼
に
責
任
が
生
じ
た
の
は
一
六
六
五
年
一
月
一
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
92
）

。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
ゴ
ー
タ
退
職
後
も
、
彼
と
エ
ル
ン
ス
ト
公
と
の
間
に
は
、
合
意
に
基
づ
い
た
関
係
が
支
配
し
て
い
た
。
一
六
七
五

年
の
エ
ル
ン
ス
ト
公
の
死
亡
後
、
彼
は
新
君
主
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
格
別
の
願
い
で
、
父
君
へ
の
弔
辞
を
執
筆
し
た
（
93
）

。

一
五
八



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
一
三
）

一
六
七
六
年
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
騎
士
領
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
獲
得
し
た
（
94
）

。
そ
れ
は
彼

に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
晩
年
、
彼
の
学
問
研
究
の
最
も
重
要
な
避
難
所
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
地
所
を
得
た
こ
と
で
彼
は
、
ザ
ク
セ

ン
・
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
公
国
の
騎
士
委
員
会
委
員
（M

itglied des A
usschusses der R

itterschaft

）
と
な
り
、
一
六
七
六
年
、
ザ
ク
セ

ン
・
ゴ
ー
タ
・
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
に
よ
っ
て
、
こ
の
隠
遁
所
の
前
任
長
官
が
亡
く
な
っ
て
程
な
く
し
て
、
ア
ル
テ

ン
ブ
ル
ク
地
方
長
官
（L

andschaftsdirektor

）
に
任
命
さ
れ
た
。
四
年
後
に
は
さ
ら
に
、
ザ
ク
セ
ン
・
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
高
等

租
税
徴
収
官
庁
（O

bersteuereinnahm
behörde

）
の
監
督
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
（
95
）

。

一
六
八
四
年
九
月
二
五
日
、
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
妻
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ユ
リ
ア
ー
ネ
（E

lisabeth Juliane

）
が

六
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
二
人
の
結
婚
生
活
は
お
よ
そ
三
三
年
間
で
あ
っ
た
（
96
）

。
彼
が
一
六
八
五
年
ゾ
フ
ィ
ー
・
ズ
ザ
ン
ネ
・
フ
ォ
ン
・
エ

ン
デ
（S

ophie S
usanne von E

nde. 

一
六
五
三
年
三
月
二
四
日
〜
一
七
一
〇
年
四
月
一
〇
日
）
と
入
っ
た
新
し
い
結
婚
で
も
、
ず
っ
と
子
供
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
一
六
八
八
年
七
月
四
日
に
生
ま
れ
た
娘
は
同
日
に
亡
く
な
っ
た
。
息
子
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
ジ
ュ
ニ
ア
）

は
自
分
の
父
親
が
没
し
た
後
も
生
き
た
が
、
四
歳
半
で
亡
く
な
っ
た
（
一
六
九
〇
年
九
月
一
四
日
〜
一
六
九
五
年
三
月
一
八
日
（
97
）

）。

一
六
八
一
年
一
二
月
四
日
モ
ー
リ
ッ
ツ
公
逝
去
の
直
後
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
ツ
ァ
イ
ツ

に
お
け
る
全
職
務
を
辞
し
て
、
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
所
領
へ
引
き
上
げ
た
。
そ
こ
で
彼
は
つ
い
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
独
立
し
て
学
問

研
究
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
序
論
で
詳

し
く
検
討
さ
れ
た
文
献
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

彼
が
ツ
ァ
イ
ツ
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
間
も
、
彼
が
あ
る
意
味
で
は
自
由
に
活
動
し
て
い
た
間
も
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ

ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
と
ゴ
ー
タ
と
の
結
び
つ
き
は
途
切
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
継
承
さ
れ
て
い
る
か
な
り
広
範
囲
な
手
紙
が
裏
付
け

一
五
九



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
一
四
）

て
い
る
。
そ
の
一
部
は
、
ゴ
ー
タ
国
家
公
文
書
館
（
98
）

そ
し
て
ゴ
ー
タ
研
究
・
州
立
図
書
館
（
99
）

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

文
書
は
顧
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
評
価
は
、
今
後
の
研
究
に
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

一
六
九
一
年
九
月
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
選
帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

三
世
（K

urfürst F
riedrich III. von B

randenburg

）
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
年
、
新
設
さ
れ
た
ハ
レ
大
学
総カ

ン
ツ
ラ
ー

長
へ

の
選
任
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
、
一
六
九
二
年
一
〇
月
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
か
ら
ハ
レ
へ
転
居
し
た
。
だ
が
、
彼
が
そ

こ
で
の
仕
事
を
き
ち
ん
と
引
き
受
け
る
前
に
、
彼
は
突
然
思
い
も
か
け
ず
、
一
六
九
二
年
一
二
月
一
八
日
ハ
レ
で
亡
く
な
っ
た
（
100
）

。

一
二
月
二
九
日
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
亡
骸
は
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
へ
移
送
さ
れ
（
101
）

、
一
六
九
三

年
一
月
八
日
に
埋
葬
が
行
わ
れ
た
（
102
）

。

要
約
と
研
究
の
見
通
し

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
で
一
六
四
六
年
か
ら
一
六
六
四
年
ま
で
公
務
に
服
し
た
期
間
を
調
査
す
る
こ
と
に
困
難
が
あ

る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
第
二
章
第
四
節
で
妥
当
し
た
諸
制
限
を
考
慮
し
て
も
、
他
の
個
所
で
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。

第
一
章
、
第
三
章
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
新
し
い
資
料
を
公
文
書
館
で
開
拓
す
る
こ
と
は
後
ろ
に
退
い
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

ゴ
ー
タ
国
家
公
文
書
館
そ
し
て
ゴ
ー
タ
研
究
・
州
立
図
書
館
が
、
一
六
四
六
年
以
前
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
生
活
期
間
と
、
と
り
わ
け

一
六
六
四
年
以
後
の
生
活
期
間
の
必
要
書
類
を
保
管
し
て
い
る
こ
と
は
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
学
術
研
究

に
よ
る
解
明
が
多
少
た
り
と
も
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
資
料
は
、
そ
の
意
味
内
容
に
基
づ
い
て
、
彼
の
人
物
紹
介

に
新
し
い
認
識
を
も
た
ら
し
て
、
お
そ
ら
く
は
、
目
下
ま
だ
議
論
の
余
地
の
あ
る
多
く
の
問
題
を
解
明
す
る
の
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で

一
六
〇



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
一
五
）

き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
補
完
し
て
く
れ
る
の
が
他
地
域
の
諸
機
関
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
ゴ
ー
タ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
だ
け
を
基

礎
に
し
て
で
き
る
以
上
に
、
ゴ
ー
タ
時
代
の
な
い
し
は
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
の
ゴ
ー
タ
公
国
時
代
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
活
動
を
詳
細
に

解
明
す
る
こ
と
の
で
き
る
諸
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
文
書
館
資
料
、
遺
稿
な
ど
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
。

│
文
献
に
は
そ
の
使
用
例
が

数
多
く
あ
る

│
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
規
模
な
研
究
領
域
が
、
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
様
の
陳
述
は
、
一
六
四
六
年
か
ら
一
六
六
四
年
ま
で
の
ゴ
ー
タ
そ
の
も
の
に
継
承
さ
れ
て
き
た
文
書
に
も
お
と
ら
ず
当
て
は
ま
る
。

そ
れ
ら
の
文
書
は
、
本
研
究
の
主
要
部
分
と
し
て
調
査
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
分
析
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ゴ
ー
タ
郡
・
市
公
文
書
館
（K

reis- und S
tadtarchiv G

otha

）
の
蔵
書
類
は
、
今
の
と
こ
ろ
完
全
に
無
視
さ
れ

た
ま
ま
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
こ
と
も
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
折
を
見
て
、
埋
め
合
わ
せ
が
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、
第
二
章
の
論
述
で
最
終
的
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
自
分
の
領
主
も
し
く
は
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
国
の
（
高
級

そ
し
て
最
高
）
官
僚
と
し
て
勤
務
し
た
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
利
用
原
典
が
可
能
に
し
て
く
れ
た
場
合
は
、
く
り
か
え

し
、
そ
の
他
の
指
導
的
官
僚
と
の
比
較
に
努
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
で
も
、
単
に
、
小
さ
く
開
始
で
き
た
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
方
向
へ
の
継
続
研
究
は
同
時
に
ま
す
ま
す
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
経
歴
か
ら
、
ド
イ
ツ
絶
対
主
義
初
期
に
お
け
る
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー

タ
公
国
の
（
上
級
）
官
僚
制
度
史
も
し
く
は
国
制
・
行
政
史
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

注
記（

文
献
情
報
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
と
り
わ
け
、
最
初
に
挙
げ
る
際
は
、
こ
れ
を
長
い
表
題
そ
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
は
断
念
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

必
要
な
場
合
に
は
、
文
献
一
覧
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。）

一
六
一



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
一
六
）

（
1
） 

四
人
の
異
な
る
著
者
た
ち
に
よ
っ
て
公
刊
さ
れ
、
共
通
の
一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
追
悼
説
教
集
。
本
書
の
表
題
は
、『
現
世
と
永
遠
世
界
に
お

け
る
天
空
の
飽
和
』（D

ie H
im

m
lisch

e S
ättigu

n
g in

 Z
eit u

n
d

 E
w

igkeit ...

）
で
、
そ
れ
に
は
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ユ
ス
ト
．
ブ
ラ
イ
ト
ハ
ウ
プ

ト
（Joachim

 Just. B
reithaupt

）
に
よ
る
説
教
が
前
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ト
マ
ス
（C

hristian T
hom
as

﹇ius

﹈）、

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ラ
イ
ス
リ
ン
ゲ
ン
（M

artin L
eißringen

）
そ
し
て
ヨ
ハ
ン
・
フ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
ェ
（Johann V

alentin S
chultze

）

が
続
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
詳
細
に
ラ
イ
ス
リ
ン
ゲ
ン
（
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
牧
師
）
が
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
生
涯
を
検
討
し
て
い

る
。
同
様
に
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
他
の
人
物
に
よ
る
そ
の
外
の
弔
辞
は
、
伝
記
作
成
に
は
あ
ま
り
有
益
で
は
な
い
。

（
2
） D

aniel G
otfried S

chreber: H
istoria vitae et m

eritoru
m

 perillu
stris d

om
[in

i] V
iti L

u
d

ovici a S
ecken

d
orff. L

eipzig 1733.

（
3
） Johann M

attias S
chröckh: A

bbild
u

n
gen

 u
n

d
 L

eben
sbesch

reibu
n

gen
 berü

h
m

ter G
eleh

rten
. B
d.1-3. L

eipzig 1764-1769. 

本

書
は
残
念
な
が
ら
著
者
の
手
元
に
な
か
っ
た
。

（
4
） A

dolph C
larm
und: V

itae clarissim
oru

m
 in

 re literaria V
ioru

m
 （...

）, 8. T
eil, W

ittenberg 1709, S
. 165-186.

（
5
） O

. N
asem

ann: V
eit L

udw
ig von S

eckendorff , in: P
reu

ßisch
e Jah

rbü
ch

er, 12. B
d. 1863. S

. 257-272.

（
6
） H

einrich T
ilem
ann: V

eit L
udw
ig von S

eckendorff , in: A
rch

iv fü
r R

eform
ation

sgesch
ich

te, 40. Jg. 1943. S
. 200-220.

（
7
） G

erd K
leinheyer: V

eit L
udw
ig von S

eckendorff  

（1626-1692

）, in: D
eu

tsch
e Ju

risten
 au

s fü
n

f Jah
rh

u
n

d
erten

. H
eidelberg 

1989, S
. 251-253.

（
8
） V

gl. C
om

pen
d

iöses G
eleh

rten
-L

exicon 

（...
）, nebst einer V

orrede v. Joh. B
urchard M

enckens. L
eipzig 1715, S

palte 2069 f. 

D
es H

eil[igen
] R

öm
[isch

en
] R

eich
s G

en
ealogisch

-H
istorisch

es A
d

els-L
exicon 

（...

）, hg. v. Johann F
riedrich G

auhen, 1 B
d., 

L
eipzig 1719, S

palte 1601-1605. 

A
llgem

ein
es H

istorisch
es L

exicon 

（...

）, 2. A
ufl ., 4. T

eil, L
eipzig 1722, S

. 303.

A
llgem

ein
es G

eleh
rten

-L
exicon 

（...

）, hg. v. C
hristian G

ottlieb Jöcher, 4. T
eil, L

eipzig 1751, S
palte 464-466.

（
9
） 

な
か
ん
ず
く
、
次
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。T

h

﹇eodor

﹈ K
olde: S

eckendorff , V
eit L

udw
ig von, in: A

llgem
ein

e D
eu

tsch
e B

iograph
ie, 

33. B
d., L

eipzig 1891, S
.519-521. 
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（
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）

D
ers.: S

eckendorff , V
eit L

udw
ig von, in: R

ealen
cyklopäd

ie fü
r protestan

tisch
e T

h
eologie u

n
d

 K
irch

e, B
d. 18, L

eipzig 1906, 

S
. 110-114. 

Josef S
tam
m
ham
m
er: S

eckendorff , V
eit L

udw
ig von, in: H

an
d

w
örterbu

ch
 d

er S
taatsw

issen
sch

aften
, 5. B

d. Jena 1893, S
. 619. 

H
anns H

ubert H
ofm
ann: S

eckendorff , H
erren 

（...

）, in: B
iograph

isch
es W

örterbu
ch

 zu
r d

eu
tsch

en
 G

esch
ich

te, 2. A
ufl ., 3. 

B
d., M

ünchen 1975, S
palte 2607-2612. 

M
ichael S

tolleis: S
eckendorff , V

eit L
udw
ig von, in: H

an
d

w
örterbu

ch
 zu

r d
eu

tsch
en

 R
ech

tsgesch
ich

te, 4. B
d., B

erlin 1990, 

S
palte 1589 f.

（
10
） 

な
か
ん
ず
く
、
次
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。H

erm
ann F

riedrich W
ilhelm

 H
inrichs: G

esch
ich

te d
er R

ech
ts- u

n
d

 S
taatsprin

zipien
 

seit d
er R

eform
ation

 bis au
f d

ie G
egen

w
art 

（...

）, B
d. 2. L

eipzig 1850. S
.189-235.

H
orst K

raem
er: D

er deutsche K
leinstaat des 17. Jahrhunderts im

 S
piegel von S

eckendorff s ''T
eutschen F

ürstenstaat'', in: 

Z
eitsch

rift d
es V

erein
s fü

r T
h

ü
rin

gisch
e G

esch
ich

te u
n

d
 A

ltertu
m

sku
n

d
e. N
.F
. 25. B

d., Jena 1922/24. S
. 1-98.

G
ustav K

lem
ens S

chm
elzeisen: D

er verfassungsrechtliche G
rundriß in V

eit L
udw
ig von S

eckendorffs ''T
eutschen 

F
ürstenstaat'', in: Z

eitsch
rift d

er S
avign

y-S
tiftu

n
g fü

r R
ech

tsgesch
ich

te, G
erm
anist. A

bt., 87. B
d., W

eim
ar 1970. S

. 190-223.

Jutta B
rückner: S

taatsw
issen

sch
aften

, K
am

eralism
u

s u
n

d
 N

atu
rrech

t. M
ünchen 1977. S

. 9-32.

M
ichael S

tolleis: V
eit L

udw
ig von S

ckendorff , in: S
taatsd

en
ker im

 17. u
n

d
 18. Jah

rh
u

n
d

ert. F
rankfurt am

 M
ain 1987. S

. 

148-171.

D
ers.: G

esch
ich

te d
es öffen

tlich
en

 R
ech

ts in
 D

eu
tsch

lan
d

. 1. B
d. M
ünchen 1988. S

. 352-354.

（
11
） V
gl. G

ustav M
archet: S

tu
d

ien
 ü

ber d
ie E

n
tw

ickelu
n

g d
er V

erw
altu

n
gsleh

re in
 D

eu
tsch

lan
d

 von
 d

er zw
eiten

 H
älfte d

es 

17. bis zu
m

 E
n

d
e 18. Jah

rh
u

n
d

erts. M
ünchen 1885. S

. 1-78.

H
ans M

aier: D
ie ältere d

eu
tsch

e S
taats- u

n
d

 V
erw

altu
n

gsleh
re. 2. A

ufl . M
ünchen 1980. bes. S

. 139-151.

R
einer S

chultze: P
olicey u

n
d

 G
esetzgebu

n
gsleh

re im
 18. Jah

rh
u

n
d

ert. B
erlin 1982. bes. S

. 56-59. 
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D
eu

tsch
e V

erw
altu

n
gsgesch

ich
te. B

d. 1. S
tuttgart 1983. bes. S

. 112-115.
（
12
） 

な
か
ん
ず
く
、
次
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。Joh

an
n

 P
eter von

 L
u

d
ew

igs O
econ

om
isch

e A
n

m
ercku

n
gen

 ü
ber S

ecken
d

orffs 

F
ü

rsten
-S

taat （...

）, hg. v. C
hristian E

hrenfried K
lotz. F

rankfurt 

﹇am
 M
ain

﹈, L
eipzig 1753. S

. 1-130. u. S
. 398-414.

W
. R
oscher: Z

w
ei sächsische S

taatsw
irthe im

 sechzehnten und siebzehnten Jahrhundert, in: A
rch

iv fü
r d

ie S
äch

sisch
e 

G
esch

ich
te. 1. B

d. L
eipzig 1863. S

. 376-397.

K
urt Z

ielenziger: D
ie alten

 d
eu

tsch
en

 K
am

eralisten
. Jena 1914. S

. 335-371.

F
riedrich B

icker: D
as S

taatssch
u

ld
en

problem
 in

 d
er L

eh
re d

er C
am

eralistik 

（S
ecken

d
orff, J

u
sti, S

on
n

en
fels

）.  D
iss. 

G
ießen 1928. bes. S

. 25-34.

F
ritz B

laich: D
ie E

poch
e d

es M
erkan

tilism
u

s. W
iesbaden 1973. bes. S

. 64 f.

D
ie D
issertation von H

. B
anholzer 

（V
eit L

u
d

w
ig von

 S
ecken

d
orff als K

am
eralist. Innsbruck 1964

）. 

本
書
を
著
者
は
残
念
な
が

ら
入
手
で
き
な
か
っ
た
。

（
13
） R

ichard P
ahner: V

eit L
u

d
w

ig von
 S

ecken
d

orff u
n

d
 sein

e G
ed

an
ken

 ü
ber E

rzieh
u

n
g u

n
d

 U
n

terrich
t. In

au
g.-D

iss. 

L
eipzig 1892.

W
ilhelm

 L
üdtke: V

eit L
udw
ig von S

eckendorff, ein deutscher S
taatsm

an und V
olkserzieher des 17. Jahrhunderts, in: 

Jah
rbü

ch
er d

er A
kad

em
ie gem

ein
n

ü
tziger W

issen
sch

aften
 zu

 E
rfu

rt. N
. F
. H
. 54. E

rfurt 1939. S
. 39-137.

（
14
） E

rnst L
otze: V

eit L
u

d
w

ig von
 S

ecken
d

orff u
n

d
 sein

 A
n

teil an
 d

er pietistisch
en

 B
ew

egu
n

g d
es X

V
II. Jah

rh
u

n
d

erts. 

In
au

g.-D
iss. Q

uedlinburg. 1911.

（
15
） G
eorg B

raungart: H
ofbered

sam
keit. T

übingen 1988. bes. S
. 255-288.

（
16
） H
ans L

﹇orenz

﹈ S
toltenberg: G

esch
ich

te d
er d

eu
tsch

en
 G

ru
ppw

issen
sch

aft (S
oziologie) m

it beson
d

erer B
each

tu
n

g ih
res 

W
ortsch

atzes. L
eipzig 1937. S

. 75-81.

（
17
） M

ichael S
tolleis: S

eckendorff . S
palte 1590 

（vgl. A
nm
. 9

）.
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又
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（
18
） V

gl. A
nm
. 14.

（
19
） V

gl. A
nm
. 10.

（
20
） V

gl. A
nm
. 13.

（
21
） V

gl. K
urt Z

ielenziger, S
. 452. A

nm
. 1.

（
22
） V

gl. A
nm
. 13.

（
23
） 

残
念
な
が
ら
次
の
重
要
な
論
文
は
著
者
の
手
元
に
は
な
か
っ
た
。K

urt W
öhe : V

eil L
udw
ig von S

eckendorff . E
in S
taatsm

ann und 

G
elehrter des 17. Jahrhunderts, in: Z

eitzer H
eim

at. S
onderheft 9. 1957.

Ｋ
．ヴ
ェ
ー
エ
は
高
度
に
、
公
文
書
館
資
料
を
利
用
し
た
に
違
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
ツ
ァ
イ
ツ
時
代
の
も
の
は
よ
り
そ
う

で
あ
る
。

（
24
） 

と
り
わ
け
次
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。F
ritz H

artung: G
oethe als S

taatsm
ann, in: Jah

rbu
ch

 d
er G

oeth
e-G

esellsch
aft, 9. B

d. 

W
eim
ar 1922. S

. 295-314.

G
oeth

es am
tlich

e S
ch

riften
, hg. u. bearb. v. W

illy F
lach, H

elm
a D
ahl, 4 B

de. W
eim
ar 1950-1987.

W
illy F

lach: G
oeth

eforsch
u

n
g u

n
d

 V
erw

altu
n

gsgesch
ich

te. G
oeth

e im
 G

eh
eim

en
 C

on
siliu

m
 1776-1786. W

eim
ar 1952.

U
lrich H

eß: G
oethes am

tliche T
ätigkeit und ihre dokum

entarische Ü
berlieferung, in: A

rch
ivm

itteilu
n

gen
, 32. Jg. 

（1982

）. S
. 

94-100 

（S
. 99. bes. auch die A

nm
erkungen 2, 7 und 8

）.

（
25
） 

な
か
ん
ず
く
、
次
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。W

olfgang H
uschke: D

ie B
eam
tenschaft der w

eim
arischen Z

entralbehörden beim
 E
intritt 

G
oethes in den w

eim
arischen S

taatsdienst 

（1776

）, in: F
orsch

u
n

gen
 au

s m
itteld

eu
tsch

en
 A

rch
iven

. B
erlin 1953. S

. 190-218.

D
ers.: F

orschungen zur G
eschichte der führenden G

esellschaftsschicht im
 klassischen W

eim
ar, in: F

orsch
u

n
gen

 zu
r 

th
ü

rin
gisch

en
 L

an
d

esgesch
ich

te. W
eim
ar 1958. S

. 55-114.

さ
ら
に
は
、F

elix P
ischel: D

ie E
ntw
icklung der Z

entralverw
altung in S

achsen-W
eim
ar bis 1743, in: Z

eitsch
rift d

es V
erein

s 

fü
r T

h
ü

rin
gisch

e G
esch

ich
te u

n
d

 A
ltertu

m
sku

n
d

e. N
. F
. 20. u. 21. B

d. Jena 1911 u. 1913. S
. 237-305 u. S

. 125-170.

一
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U
lrich H

eß: G
oethes am

tliche T
ätigkeit, A

nm
erkungen. S

. 99 f.

を
参
照
せ
よ
。

（
26
） 
主
に
次
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。A

lbert L
otz: G

esch
ich

te d
es d

eu
tsch

en
 B

eam
ten

tu
m

s, 2. A
ufl . B

erlin 1914.

H
enning Z

w
irner: P

olitisch
e T

reu
pfl ich

t, B
aden-B

aden 1987. bes. S
. 101-116.

E
rich W

yluda: L
eh

n
rech

t u
n

d
 B

eam
ten

tu
m

, B
erlin 1969.

H
ans H

attenhauer: G
esch

ich
te d

es B
eam

ten
tu

m
s, K
öln u. a. 1980.

M
ichael S

tolleis: G
rundzüge der B

eam
tenethik 

（1550-1650

）, in: D
ie V

erw
altu

n
g, B
d. 13 

（1980

）. S
. 447-475.

D
ietm
ar W

illow
eit: D

ie E
ntw
icklung des öff entlichen D

ienstes, in: D
eu

tsch
e V

erw
altu

n
gsgesch

ich
te, B

d. 1. S
tuttgart 1983. 

S
. 346-360.

B
ernd W

under: G
esch

ich
te d

er B
ü

rokratie in
 D

eu
tsch

lan
d

, F
rankfurt am

 M
ain 1986.

（
27
） F

riderich R
udolphi: G

oth
a d

iplom
atica, F

rankfurt am
 M
ain, L

eipzig 1715-1717.

Johann H
einrich G

elbke: H
erzog E

rn
st d

er E
rste 

（...

）, G
otha 1810.

A
ugust B

eck: E
rn

st d
er F

rom
m

e, W
eim
ar 1865.

（
28
） 

こ
こ
で
は
、
研
究
対
象
と
し
て
の
ゴ
ー
タ
な
い
し
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
を
細
分
化
せ
ず
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
表
題
を
簡
単
に
指
摘
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

D
ie L

an
d

esgesetze d
es H

erzogth
u

m
s S

ach
sen

-G
oth

a in
 d

er F
olgeord

n
u

n
g ein

es W
örterbu

ch
es, zusam

m
engestellt v. M

﹇oritz

﹈ B
rückner, 2. A

usg. G
otha 1867.

F
riedrich F

acius: S
taat, V

erw
altu

n
g u

n
d

 W
irtsch

aft in
 S

ach
sen

-G
oth

a u
n

ter H
erzog F

ried
rich

 II ( 1691-1732), G
otha 1932.

K
urt D

ülfer: S
tudien zur O

rganisation des fürstlichen R
egierungssystem

s in der obersten Z
entralsphäre im

 17. und 18. 

Jahrhundert, in: A
rch

ivar u
n

d
 H

istoriker, B
erlin 1956. S

. 237-253.

H
elm
ut R

oob: V
erfa

ssu
n

gsgesch
ich

te G
oth

a
s von

 d
en

 A
n

fä
n

gen
 im

 13. J
a

h
rh

u
n

d
ert bis zu

r B
ild

u
n

g d
es L

a
n

d
es 

一
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又
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）

T
h

ü
rin

gen
 am

 1. M
ai 1920. In

au
g.-D

iss. Jena 1958.

H
ans-S

tephan B
rather: D

er räum
liche U

m
fang der G

othaischen Ä
m
ter, in: D

er F
ried

en
stein

, G
otha 1962, H

. 4. S
. 87-98.

G
regor R

ichter: D
ie ern

estin
isch

en
 L

an
d

esord
n

u
n

gen
 u

n
d

 ih
re V

orläu
fer von

 1446 u
n

d
 1482, K

öln, G
raz 1964. bes. S

. 77 ff .

W
olfgang H

uschke: S
achsen-G

otha 1640/41-1680, in:  G
esch

ich
te T

h
ü

rin
gen

s, B
d. 5.1.1. K

öln, W
ien 1982. S

. 209-251.

（
29
） 

次
の
も
の
も
参
照
せ
よ
。U

lrich H
eß: G

esch
ich

te d
er B

eh
örd

en
organ

isation
 d

er T
h

ü
rin

gisch
en

 S
taaten

 u
n

d
 d

es L
an

d
es 

T
h

ü
rin

gen
 von

 d
er M

itte d
es 16. Jah

rh
u

n
d

ert bis zu
m

 Jah
re 1952, T

eil 1, P
otsdam

 1958 

（= L
ehrbrief der F

achschule für 

A
rchivw

esen

）. 

興
味
深
い
比
較
可
能
性
を
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
ヘ
ス
の
も
う
一
つ
の
論
文
が

│
こ
こ
で
は
利
用
し
て
い
な
い
も
の
の

│
確
か
に
提
供
し
て
く
れ
る

で
あ
ろ
う
。F

orsch
u

n
gen

 zu
r V

erfassu
n

gs- u
n

d
 V

erw
altu

n
gsgesch

ich
te d

es H
erzogtu

m
s S

ach
sen

-C
obu

rg-M
ein

in
gen

 1680-

1829. 4 B
de. o. O

. 1954, M
aschr.

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
な
い
し
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
の
国
家
に
つ
い
て
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
場
合
に
は
、
本
書
は
絶
対
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

（
30
） H

elga R
aschke: K

lassen
 u

n
d

 S
ch

ich
ten

 von
 1640 bis 1740 in

 G
oth

a, D
iss (A

). B
erlin 1988.

（
31
） 

数
年
来
、
ゴ
ー
タ
国
家
公
文
書
館
は
独
立
の
組
織
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
分
館
と
し
て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
中
央
国
家
公
文
書
館
の
下
に
置
か

れ
て
い
る
。
公
式
の
名
称
は
、「
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
・
ワ
イ
マ
ー
ル
中
央
国
家
公
文
書
館
、
ゴ
ー
タ
分
館
」
で
あ
る
（T

hüringisches 

H
auptstaatsarchiv W

eim
ar. A

ußenstelle G
otha

）。

（
32
） U

lrich H
eß 

（B
earb.

）: Ü
bersich

t ü
ber d

ie B
estän

d
e d

es L
an

d
esarch

ivs G
oth

a, W
eim
ar 1960.

（
33
） 

本
来
の
主
題
（
第
二
章
）
へ
の
よ
り
よ
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
本
節
で
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
い
く
つ
か
の
重
要
な
経
歴

デ
ー
タ
だ
け
が
記
載
し
て
あ
る
。
よ
り
詳
細
な
叙
述
は
、
と
り
わ
け
次
の
も
の
に
見
ら
れ
る
。M

artin L
eißringen, S

. 157-160. R
ichard 

P
ahner, S

. 6-9. W
ilhelm

 L
üdtke, S

. 46-48. M
ichael S

tolleis: V
eit L

udw
ig von S

eckendorff , S
. 149-151.

（
34
） 

次
の
も
の
も
参
照
せ
よ
。R

einhold B
rode: D

ie schw
edische A

rm
ee nach dem

 P
rager F

rieden und der E
nthauptung des O

bristen 

一
六
七



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
二
二
）

Joachim
 L
udw
ig von S

eckendorff , in:  Jah
rbü

ch
er d

er K
ön

igl. A
kad

em
ie gem

ein
n

ü
tziger W

issen
sch

aften
 zu

 E
rfu

rt, N
. F
. H
. 

22 
（1896

）. S
. 113-155.

（
35
） V

gl. B
artholom

aeus E
lßner: C

h
ristlich

e L
eich

en
pred

igt (...),  fü
r F

rau
 M

aria-A
n

n
a von

 S
ecken

d
orff  

（...

）, G
otha 1650. S

. 

﹇41-50
﹈.

（
36
） V

gl. M
artin L

eißringen, S
. 158 f.

（
37
） E

benda, S
. 159.

（
38
） 

ゴ
ー
タ
国
家
公
文
書
館
（
以
下
、S

tA

）、G
ym
nasium

 E
rnestinum

, N
r. 67. S

. 48

（
現
行
で
は
、N

r. 302

）, S
. 86

（
現
行
で
は
、N

r. 

335

）u. S
. 114

（
現
行
で
は
、N

r. 392

）. R
ichard P

ahner, S
. 7 f.

も
参
照
せ
よ
。

（
39
） V

gl. M
ichael S

tolleis: V
eit L

udw
ig von S

eckendorff , S
. 150. R

ichard P
ahner, S

. 8 f.

（
40
） M

artin L
eißringen, S

. 160.

（
41
） 

以
下
の
説
明
で
著
者
は
と
り
わ
け
次
の
論
文
を
拠
り
所
に
し
た
。F

riedrich F
acius, S

. 25 ff .; U
lrich H

eß, Ü
bersich

t ü
ber d

ie 

B
estän

d
e, S
.10, 36, 40 u. 44.; ders.: G

eh
eim

er R
at, S

. 50 ff .; W
olfgang H

uschke: S
achsen-G

otha, S
. 209 ff .

〔
注（
28
）参
照
〕

（
42
） 

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
協
議
の
議
事
録
や
、
枢
密
ラ
ー
ツ
コ
レ
ギ
ウ
ム
の
他
の
文
書
資
料
類
は
、
も
は
や
継
承
さ
れ
て
い
な
い
（vgl. 

E
inleitung, B

l. 5

）。〔
本
訳
一
三
九
頁
参
照
〕

（
43
） S

tA
, G
eheim

es A
rchiv

（
以
下
、G

eh. A
.

）, X
X
 V
I 42.

（
44
） M

artin L
eißringen, S

. 160 f.

（
45
） F

riderich R
udolphi, T

eil 2, S
. 198.

（
46
） V
gl. G

erhard P
achnicke: G

oth
aer B

iblioth
ekare, G

otha 1958. S
. 6.

（
47
） V
gl. F

riderich R
udolphi, T

eil 1, S
. 215 f. 

S
tA
, G
eh. A

. W
W
 I 113.

（
48
） 

添
付
資
料
1
前
書
き
（V

orbem
erkung

）
も
参
照
せ
よ
。
添
付
資
料
1
に
つ
い
て
、
数
字
に
（　

）
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
会
計
上
の
順
番

一
六
八



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
二
三
）

の
た
め
で
あ
る
。
省
略
さ
れ
た
一
連
の
数
字
（
一
般
に
は
二
つ
か
ら
三
つ
の
順
位
）
は
、
本
叙
述
の
目
的
に
照
ら
し
て
手
を
つ
け
ず
と
も
良
い
人
た

ち
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
大
抵
は
、
そ
れ
ら
が
内
容
の
充
実
化
に
貢
献
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
必
要
な
個
別
の
叙
述
に
基
づ
く
と
そ
の
全
体
像

が
混
乱
し
て
し
ま
う
あ
る
種
の
特
殊
事
例
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
添
付
資
料
1
は
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
の
形
式
で
十
分
に
典
型
を
示
せ
て
い
る

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
一
六
五
一
／
五
二
年
度
か
ら
は
「
後
継
官
僚
（N

achw
uchsbeam

ten

）」（
大
抵
は
二
、
三
人
）
が
、
紙
幅

の
理
由
か
ら
表
中
に
採
録
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
制
約
が
つ
い
て
い
る
。

│
た
と
え
ば
、（
ヒ
オ
プ
・
ル
ド
ル
フ
の
よ
う
に
）
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
と

し
て

│
後
で
最
初
に
出
て
く
る
も
の
は
、
も
う
一
度
考
察
さ
れ
て
い
る
。

宮
廷
医
師
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
グ
ラ
ス
（H

ofm
edicus B

althasar G
laß

）
は
、
財
務
会
計
書
に
一
六
六
四
／
六
五
年
度
で
も
扱
っ
た
。
彼
の
俸

給
は
一
六
六
〇
／
六
一
年
度
以
降
、
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
六
六
一
／
六
二
か
ら
一
六
六
四
／
六
五
ま
で
の
年
度
の
表
中
に
彼
を
続
け
て

扱
う
こ
と
は
控
え
て
あ
る
。

（
49
） 

個
々
の
人
物
の
簡
単
な
伝
記
記
述
は
、
中
で
も
次
の
も
の
に
あ
る
。W

olfgang H
uschke: S

ach
sen

-G
oth

a, S
. 209 ff .

〔
注（
28
）参
照
〕
次

の
も
の
も
参
照
せ
よ
。H

elga R
aschke, B

l. 28 f.

（
50
） S

tA
, K
am
m
er ''Insgem

ein'', N
r. 1531, B

l. 12. V
gl. M

artin L
eißringen, S

. 161.

（
51
） V

gl. L
ob-R

ed
e d

es H
eu

n
ßel-B

ergs 

（...
）, hg. v. I. G

lück, G
otha 1702, V

orrede, S
. /I/f.

（
52
） S

tA
, G
eh. A

., M
M
M
III N

r. 1 

（1-7

）.

（
53
） 

一
六
四
九
年
最
後
の
四
半
期
に
も
、
彼
は
高
額
の
俸
給
を
受
け
取
っ
た
。
一
六
四
六
／
四
七
年
度
と
、
一
六
四
七
／
四
八
年
度
そ
し
て
一
六
四
八

／
四
九
年
度
に
お
け
る
差
額
は
、
以
後
彼
が
宮
廷
で
食
事
を
し
た
の
で
、
小

ホ
ー
フ
ユ
ン
カ
ー姓

職
を
与
え
ら
れ
た
彼
に
は
食
費
が
支
払
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
に
起
因
す
る
と
見
な
せ
る
で
あ
ろ
う
。

（
54
） V
gl. M

artin L
eißringen, S

. 162.

（
55
） S
tA
, G
eh. A

., U
U
 I 1, B

l. 9.

（
56
） B

artholom
aeus E

lßner, S
. /50/.

（
57
） S

tA
, G
eh. A

., U
U
 I, B

l. 12-15.

俸
給
証
明
書
類
で
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
一
六
五
一
／
五
二
年
度
以
降
、
単
に
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
と
つ
け

一
六
九



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
二
四
）

ら
れ
て
い
る
。V

gl. S
tA
, K
am
m
er ''Insgem

ein'', N
r. 1531, B

l. 64.
（
58
） V

gl. S
tA
, G
eh. A

., U
U
 4a, unfol.

（
59
） E

benda. 

日
付
は
一
六
五
三
年
三
月
一
七
日
。

（
60
） Johann H

einrich H
erm
ann: D

as beste L
eben

 von
 (...),  F

r. E
lisabeth

 Ju
lian

en
 von

 S
ecken

d
orff 

（...

）, Z
eitz 1684. S

. 36. 

M
artin L

eißringen, S
. 162.

（
61
） Johann H

einrich H
erm
ann, S

. 39 f.

S
tadtkirchenverw

altung G
otha, A

ugustinerkirche, B
d. T
rauungen, B

estattungen 1617-1658. S
. 251.

現
行
で
は
、N

r. 65.

こ
れ
に

は
、
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
子
息
（
明
白
に
間
違
い
）
が
一
六
五
二
年
一
二
月
一
三
日
に
埋
葬
さ
れ
た
と
あ
る
。
命
日
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
添
付
資
料
3
、
続
き
1
を
参
照
せ
よ
。

（
62
） Johann H

einrich H
erm
ann, S

. 40.

S
tadtkirchenverw

altung G
otha, ebenda, S

. 266, N
r. 45.

添
付
資
料
3
、
続
き
1
を
参
照
せ
よ
。

（
63
） S

tA
, G
eh. A

., JJ V
II 3.

（
64
） 

中
で
も
次
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。W

ilhelm
 L
üdtke, S

. 50 f.

M
ichael S

tolleis: V
eil L

udw
ig von S

eckendorff , S
. 153.

（
65
） 

F
ü

rstlich
e S

äch
sisch

e revid
irte u

n
d

 verm
eh

rte L
an

d
esord

n
u

n
g, G
otha 1653.

（
66
） V

eit L
udw
ig von S

eckendorff: T
eu

tsch
er F

ü
rsten

-S
tat, O

d
er: G

rü
n

d
lich

e u
n

d
 ku

rtze B
esch

reibu
n

g, W
elch

er gestalt 

F
ü

rsten
th

ü
m

er, G
raff- u

n
d

 H
errsch

aften
 im

 H
[eiligen

] R
öm

isch
en

 R
eich

 T
eu

tsch
er N

ation
 

（...

）, F
rankfurt am

 M
ain 1656.

こ

こ
で
は
、 『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
の
内
容
上
の
問
題
に
さ
ら
に
入
っ
て
い
く
こ
と
は
し
な
い
。

（
67
） S
tA
, G
eh. A

., U
U
 I 1, B

l. 31.

普
通
、
文
献
で
は
一
六
五
五
年
が
記
さ
れ
て
い
る
（z. B

. H
orst K

raem
er, S

. 7; M
ichael S

tolleis: 

V
eit L

udw
ig von S

eckendorff , S
. 161.

）。
会
計
文
書
類
も
一
六
五
六
暦
年
第
二
四
半
期
を
指
し
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
彼
は
初
め
て
、

宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
、
財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
と
さ
れ
て
い
る
（
添
付
資
料
1
、
続
き
3
、
一
六
五
五
／
五
六
の
欄
）。V

gl. K
am
m
er ''Insgem

ein'', N
r. 1531, 

一
七
〇



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
二
五
）

B
l. 136.

（
68
） S

tA
, G
eh. A

., M
 ☾
 IX
 1, B

l. 27-30. 

E
benda, U

U
 I 1, B

l. 31.

（
69
） 
宮
廷
裁
判
官
職
の
俸
給
に
関
す
る
指
摘
は
、
次
の
も
の
に
あ
る
。S
tA
, G
eh. A

., M
 ☾
 IX
 1, B

l. 6.

そ
れ
は
一
六
六
二
年
七
月
三
日
付
で
あ
る
。

（
70
） E

benda, B
l. 12.

（
71
） E

benda, B
l. 13 ff .

（
72
） S

tA
, G
eh. A

., E
 IV
 ☉
 N
r. 2a, B

l. 346 ff . E
 IV
 ☉
 N
r. 2b, B

l. 27 ff .

（
73
） R

ichard P
ahner, S

. 12 f.

（
74
） S

tA
, G
eh. A

., E
 IV
 ☉
 N
r. 2b, B

l. 90.

（
75
） S

tA
, K
am
m
er ''Insgem

ein'', N
r. 1531, B

l. 185, 214 und 217; N
r. 1532, B

l. 6.

こ
こ
で
彼
の
俸
給
状
況
に
関
す
る
追
加
情
報
も
得
ら
れ
る
。

（
76
） S

tA
, G
eh. A

., E
 IV
 ☉
 N
r. 2a, B

l. 591 ff .; N
r. 3c, B

l. 

﹇10

﹈ ff .

（
77
） E

benda, N
r. 2a, B

l. 380 ff .; N
r. 4, unfol.

（
78
） S

tA
, G
eh. A

., A
A
A
 II N

r. 3.

K
am
m
errechnungen 1660/61, B

l. 107 R
S
; vgl. auch B

l. 115 R
S
.

（
79
） S

tA
, G
eh. A

., JJ V
II 4.

（
80
） E

benda, unfol.

（
81
） V

gl. ebenda, JJ V
II 5.

（
82
） V
gl. H

orst K
raem

er, S
. 37 ff .

F
riedrich F

acius, S
. 28 f.

U
lrich H

eß: G
eh

eim
er R

at, S
. 53 ff .

（
83
） S

tA
, G
eh. A

., U
U
 4a, unfol.

一
七
一



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
二
六
）

（
84
） U

lrich H
eß: G

eh
eim

er R
at, S

. 54.
（
85
） S

tA
, G
eh. A

., U
U
 I 1, B

l. 22 ff .
（
86
） E

benda, B
l. 31 ff . E

ntw
urf, B

l. 69 ff . 

謄
本
。

V
gl. U

lrich H
eß: G

eh
eim

er R
at, S

. 54.

（
87
） 

Ju
sttitia protection

is （...

）, 1663.

R
epetita et n

ecessaria d
e/

fen
sio 

（...

）, 1664.

中
で
も
次
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。M

ichael S
tolleis: V

eit L
udw
ig von S

eckendorff , S
. 163.

（
88
） V

gl. S
tA
, G
eh. A

., K
 ☾
 N
r. 70 ff .

（
89
） V

gl. R
ichard P

ahner, S
. 14 f.

パ
ー
ナ
ー
は
、
一
〇
〇
年
前
、
ゴ
ー
タ
の
公
文
書
館
蔵
書
類
を
相
応
に
利
用
し
た
。（
今
日
で
は
次
の
通
り
。

S
tA
, G
eh. E

 IV
 ☉
 N
r. 5, unfol.

）

（
90
） R

ichard P
ahner, S

. 15.

M
ichael S

tolleis: V
eit L

udw
ig von S

eckendorff , S
. 163.

（
91
） 

中
で
も
次
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。R

ichard P
ahner, S

. 16.

M
ichael S

tolleis: V
eit L

udw
ig von S

eckendorff , S
. 163.

（
92
） V

gl. R
ichard P

ahner, S
. 17.

（
93
） V

gl. A
ugust B

eck, S
. 819.

R
ichard P

ahner, S
. 16 f.

（
94
） 

地
所
全
体
に
か
か
わ
る
詳
細
な
記
述
は
次
の
も
の
に
あ
る
。B

au
- u

n
d

 K
u

n
st-D

en
km

äler T
h

ü
rin

gen
s, bearb. v. P

﹇aul

﹈ L
ehfeldt, 

B
d.: H

erzogth
u

m
 S

ach
sen

-A
lten

bu
rg, 1. B

d. Jena 1895. S
. 208 ff .

（
95
） M

artin L
eißringen, S

. 165.

R
ichard P

ahner, S
. 17.

一
七
二



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
二
七
）

W
olfgang H

uschke: D
ie gothaischen N

achfolgestaaten 1680-1775, in: G
esch

ich
te T

h
ü

rin
gen

s, B
d. 5. 1. 1, S

. 390 f.
（
96
） Johann H

einrich H
erm
ann, S

. 48.
（
97
） M

artin L
eißringen, S

. 168.

K
atalog d

er fü
rstlich

 S
tolberg-S

tolberg’sch
en

 L
eich

en
pred

igten
-S

am
m

lu
n

g, L
ieferung 33. L

eipzig 1932. S
. 287 f.

（
98
） 

こ
こ
で
は
何
よ
り
も
、
い
く
つ
か
の
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
枢
密
公
文
書
館
の
所
蔵
品
で
あ
る
。

（
99
） 

す
で
に
こ
の
点
は
、
別
の
個
所
で
指
摘
し
て
あ
る
。
利
用
し
た
未
刊
行
原
典
一
覧
も
参
照
せ
よ
。

（
100
） 

な
か
ん
ず
く
次
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。R

ichard P
ahner, S

. 23 f.

（
101
） 

弔
辞
（K

lag- und T
rauer-R

ede

）
は
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ト
マ
ス
（C

hristian T
hom
as

﹇ius

﹈）
が
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
中
で
も
次
の
も

の
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。D

ie H
im

m
lisch

e S
ättigu

n
g in

 Z
eit u

n
d

 E
w

igkeit （...

）, S
. 25-36.

（
102
） 

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
パ
ー
ナ
ー
は
、
埋
葬
日
を
一
六
九
二
年
一
二
月
三
〇
日
と
示
し
て
い
る
（
二
五
頁
）。
し
か
し
そ
れ
は
、
一
六
九
三
年
一
月
八

日
で
あ
る
。
そ
の
日
に
、
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
（
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
一
門
の
屋
敷
の
あ
っ
た
）
オ
ー
バ
ー
ツ
ェ
ン
の
教
会
で
相
互
に
並
行
し
て
、

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ラ
イ
ス
リ
ン
ゲ
ン
牧
師
と
、
ヨ
ハ
ン
・
フ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
ェ
牧
師
に
よ
っ
て
追
悼
説
教
が
行
わ
れ
て
い
る
。V

gl. D
ie 

H
im

m
lisch

e S
ättigu

n
g in

 Z
eit u

n
d

 E
w

igkeit （...

）, S
. 73-173 u. 193-227.

原
典
・
文
献
一
覧

1
．
原
典

1
．1
．
未
刊
行
原
典

　
　

a）　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
・
ワ
イ
マ
ー
ル
中
央
国
家
公
文
書
館
。
ゴ
ー
タ
分
館

一
七
三



政
経
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究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
二
八
）

　
　
　
　
　

所
蔵
品　

以
下
、
省
略

　
　

b）　

ゴ
ー
タ
研
究
・
州
立
図
書
館

　
　
　
　
　

所
蔵
品　

以
下
、
省
略

　
　

c）　

ゴ
ー
タ
市
教
会
行
政
部

　
　
　
　
　

教
会
文
書　

以
下
、
省
略

1
．2
．
刊
行
原
典

F
ü

rstlich
e S

äch
sisch

e revid
irte u

n
d

 verm
eh

rte L
an

d
es-O

rd
n

u
n

g/
 D

es D
u

rch
leu

ch
tigen

, H
och

geborn
en

 F
ü

rsten
 

u
n

d
 H

errn
, H

errn
 E

rn
sten

, H
ertzogen

 zu
 S

ach
sen

, J
ü

lich
, C

leve u
n

d
 B

ergen 

（...

）, G
otha 1653.

H
errn V

eit L
udw
igs von S

eckendorff , A
u

sfü
h

rlich
e H

istorie d
es L

u
th

erth
u

m
s, u

n
d

 d
er h

eilsam
en

 R
eform

ation
, 

W
elch

e d
er th

eu
re M

artin
 L

u
th

er bin
n

en
 d

reyßig Jah
ren

 glü
cklich

 au
sgefü

h
ret, au

s d
em

 L
atein

isch
en

 in
 

D
eu

tsch
e ü

bersetzt, n
eu

geord
n

et, m
it A

n
m

erku
n

gen
 u

n
d

 ein
em

 R
egister versh

en
 sow

ie erw
eitert v. E

lias F
rick, 

L
eipzig 1714.

S
eckendorff , V

eit L
udw
ig von: C

om
m

en
tariu

s H
istoricu

s et A
pologeticu

s d
e L

u
th

eran
ism

o, sive d
e R

eform
ation

e 

R
eligion

is d
u

ctu
 D

. M
artin

i L
u

th
eri in

 m
agn

a G
erm

an
iae parte （...

）,  T
eil  1,  F

rankfurt  ﹇am
 M
ain

﹈ u.  L
eipzig  1692.

D
ers.: L

ob-R
ed

e d
es H

eu
n

ßel-B
ergs, in

sgem
ein

 In
sel-B

ergs 

（...
）, erstm

als gedruckt u. m
it A
nm
erkungen versehen v. 

I. G
lück, G

otha 1702.

一
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書
館
員
か
ら
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ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
二
九
）

D
ers.: T

eu
tsch

e R
ed

en
, an

 d
er Z

ah
l V

ier u
n

d
 V

ierzig, w
elch

e er A
. 1660. biß 1685. (...) abgelegt. L

eipzig 1686.

D
ers.: T

eu
tsch

er F
ü

rsten
-S

tat. O
d

er: G
rü

n
d

lich
e u

n
d

 ku
rtze B

esch
reibu

n
g, W

elch
er gestalt F

ü
rsten

th
ü

m
er, G

raff- 

u
n

d
 H

errsch
aften

 im
 H

. R
öm

isch
en

 R
eich

 T
eu

tsch
er N

ation
 (...) besch

affen
 zu

 seyn
 

（...

）, F
rankfurt am

 M
ain 

1656.

D
ers.: T

eu
tsch

er F
ü

rsten
-S

tat, 3. d
u

rch
geseh

en
d

e A
u

fl ., m
it: A

d
d

ition
es O

d
er Z

u
gaben

 u
n

d
 E

rleu
teru

n
gen

 Z
u

 d
em

 

T
ractat d

es T
eu

tsch
en

 F
ü

rsten
-S

tats, F
rankfurt am

 M
ain 1665 

﹇1666

﹈.

2
．
文
献

2
．1
．
文
献
目
録
、
文
献
情
報
、
そ
の
他

B
ibliograph

ie zu
r th

ü
rin

gisch
en

 G
esch

ich
te, 2 B

de., bearb. v. H
ans P

atze u.a., K
öln, G

raz 1965.

F
orschungen zur G

eschichte T
hüringens 1945-1965 

（L
iteraturbericht

）, in: W
issen

sch
ftlich

e Z
eitsch

rift d
er 

F
ried

rich
-S

ch
iller-U

n
iversität Jen

a, G
esellsch

afts- u
n

d
 sprach

w
issen

sch
aftlich

e R
eih

e, hg. v. G
ünther D

refahl

（R
ektor

）, Jena 16. Jg. 

（1967

）, H
. 2/3, S

. 160-395.

K
atalog d

er fü
rstlich

 S
tolberg-S

tolberg’sch
en

 L
eich

en
pred

igten
-S

am
m

lu
n

g, B
d. 1 ff ., L

eipzig 1927 ff .

M
entz, G

eorg: E
in

 Jah
rh

u
n

d
ert th

ü
rin

gisch
e G

esch
ich

tsforsch
u

n
g, Jena 1937.

R
oth, F

ritz: R
estlose A

u
sw

ertu
n

gen
 von

 L
eich

en
pred

igten
 u

n
d

 P
erson

alsch
riften

 fü
r gen

ealogisch
e Z

w
eck, 10 B

de., 

B
oppard, R

hein 1957-1980, S
elbstverlag.

一
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）

Z
eitsch

rift d
es V

erein
s fü

r T
h

ü
rin

gisch
e G

esch
ich

te u
n

d
 A

ltertu
m

sku
n

d
e, hg. v. W

illy F
lach, G

ünther F
ranz, 

Inhaltsverzeichnis zu B
and 1-40 

（1852-1937

）, Jena 1941.

そ
の
他
：

利
用
文
献
の
書
誌
説
明
に
は
と
り
わ
け
、D

eu
tsch

e V
erw

altu
n

gsgesch
ich

te 

（B
d. 1

）、ハ
ン
ス
・
マ
イ
ヤ
ー
、そ
し
て
ミ
ハ
エ
ル
・

シ
ュ
ト
ラ
イ
ス
が
あ
る
。

Z
entralstelle für G

enealogie L
eipzig, N

achw
eism
ittel 

（K
artei etc.

）.

2
．2
．
文
献
お
よ
び
同
時
代
の
記
述

A
llgem

ein
es G

eleh
rten

-L
exicon

, D
arin

n
e d

ie G
eleh

rten
 aller S

tän
d

e sow
oh

l m
än

n
- als w

eiblich
en

 G
esch

lech
ts, 

w
elch

e vom
 A

n
fan

ge d
er W

elt bis au
f ietzige Z

eit gelebt, u
n

d
 sich

 d
er geleh

rten
 W

elt bekan
n

t gem
ach

t 

（...

）, hg. 

v. C
hristian G

ottlieb Jöcher, 4. T
eil: S

-Z
, L
eipzig 1751, S

palte 464-466.

A
llgem

ein
es H

istorisch
es L

exicon
, in

 w
elch

em
 d

as L
eben

 u
n

d
 d

ie T
h

aten
 d

erer P
atriarch

en
 

（...

）, 2. verm
ehrte 

A
ufl ., 4. T

eil: R
-Z
, nebst A

nhang, L
eipzig 1722, S

. 303.

A
rch

ivar u
n

d
 H

istoriker. S
tu

d
ien

 zu
r A

rch
iv- u

n
d

 G
esellsch

aftsw
issen

sch
aft. Z

u
m

 65. G
ebu

rtstag von
 H

ein
rich

 

O
tto M

eisn
er, hg. v. der S

taatlichen A
rchivverw

altung, B
erlin 1956.

B
arth, H

ans: R
ech

tsgesch
ich

tlich
e u

n
d

 rech
tsph

ilosoph
isch

e B
etrach

tu
n

gen
 zu

 S
ecken

d
orffs '' F

ü
rsten

staat'' , 

In
au

g.-D
iss. d

er ju
r. F

aku
ltät d

er U
n

iversität E
rlan

gen
, E
rlangen 1947.

一
七
六



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
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）

B
au

- u
n

d
 K

u
n

st-D
en

km
äler T

h
ü

rin
gen

s, bearb. v. P

﹇aul

﹈ L
ehfeldt, H

erzogth
u

m
 S

ach
sen

-A
lten

bu
rg, 1. B

d.: 

V
erw

altu
n

gsbezirk A
lten

bu
rg (O

stkreis),  A
m

tsgerich
tsbezirke A

lten
bu

rg, R
on

n
ebu

rg, S
ch

m
ölln

, Jena 1895.

B
eck, A

ugust: E
rn

st d
er F

rom
m

e, H
erzog zu

 S
ach

sen
-G

oth
a u

n
d

 A
lten

bu
rg. E

in
 B

eitrag zu
r G

esch
ich

te d
es 

siebzeh
n

ten
 Jah

rh
u

n
d

erts, 2 B
de., W

eim
ar 1865.

B
eck, F

riedrich: Z
ur E

ntstehung der zentralen L
andesfinazbehörde im

 ernestinischen S
achsen im

 16. und 17. 

Jahrhundert, in: A
rch

ivar u
n

d
 H

istoriker, B
erlin 1956, S

. 288-307.

B
icker, F

riedrich: D
as S

taatssch
u

ld
en

problem
 in

 d
er L

eh
re d

er C
am

eralistik (S
ecken

d
orff, Ju

sti, S
on

n
en

fels),  

D
iss., G

ießen 1928.

B
laich, F

ritz: D
ie E

poch
e d

es M
erkan

tilism
u

s, W
iesbaden 1973.

B
og, Ingom

ar: D
er R

eich
sm

erkan
tilism

u
s. S

tu
d

ien
 zu

r W
irtsch

aftspolitik d
es H

eiligen
 R

öm
isch

en
 R

eich
es im

 17. 

u
n

d
 18. Jah

rh
u

n
d

ert, S
tuttgart 1959.

B
rather, H

ans-S
tephan: D

er räum
liche U

m
fang der G

othaischen Ä
m
ter, in: D

er F
ried

en
stein

. M
on

atsblätter d
es 

D
eu

tsch
en

 K
u

ltu
rbu

n
d

es K
reisleitu

n
g G

oth
a, G
otha 1962, H

. 4, S
. 87-98.

B
raungart, G

eorg: H
ofb

ered
sa

m
k

eit. S
tu

d
ien

 zu
r P

ra
xis h

öfisch
-p

olitisch
er R

ed
e im

 d
eu

tsch
en

 

T
erritorialabsolu

tism
u

s, T
übingen 1988.

B
reithaupt, Joachim

 Just.: D
ie H

im
m

lisch
e S

ättigu
n

g in
 Z

eit u
n

d
 E

w
igkeit, A

u
ß d

en
 S

ch
lu

ß-W
orten

 d
es X

V
IIten

 

P
salm

s, G
ed

äch
tn

ispred
igt fü

r V
eit L

u
d

w
ig von

 S
ecken

d
orff (...),  geh

alten
 am

 22. Jan
u

ar 1693 zu
 H

alle, Z
eitz 

一
七
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1693, S
. 1-23. 

　
　

次
も
収
録
：

S
. 25-36. 

 T
hom
as

（ius

）, C
hristian: K

lag- und T
rauer-R

ede 

（...

）, gehalten für V
eit L

udw
ig von S

eckendorff  

am
 29. D

ezem
ber 1692 zu H

alle.

S
. 73-173. 

 L
eißringen, M

artin: E
ines G

ottseeligen M
inisters G

röste und beste H
errligkeit 

（...

）, 

G
edächtnispredigt für V

eit L
udw
ig von S

eckendorff , gehalten am
 8. Januar 1693 in der K

irche zu 

M
euselw

itz.

S
. 193-227. 

 S
chultze, Johann V

alentin: A
lles dort am

 selgen O
rth 

（...

）, G
edächtnispredigt für V

eit L
udw
ig von 

S
eckendorff , gehalten am

 8. Januar 1693 in der K
irche zu O

berzenn.

B
rode, R

einhold: D
ie schw

edische A
rm
ee nach dem

 P
rager F

rieden und der E
nthauptung des O

bristen Joachim
 

L
udw
ig von S

eckendorff , in:  Jah
rbü

ch
er d

er K
ön

iglich
en

 A
kad

em
ie gem

ein
n

ü
tziger W

issen
sch

aften
 zu

 E
rfu

rt, 

N
. F
., H
eft 22, E

rfurt 1896, S
. 113-155.

B
rückner, G

.: D
ie unter H

erzog E
rnst d

﹇em

﹈ F
r

﹇om
m
en

﹈ verfaßten A
m
tsbeschreibungen, besonders nach ihrer 

rechtlichen N
atur, in: Z

eitsch
rift fü

r d
eu

tsch
e K

u
ltu

rgesch
ich

te. B
ild

er u
n

d
 Z

ü
ge au

s d
em

 L
eben

 d
es d

eu
tsch

en
 

V
olkes, hg. v. Johannes M

üller, Johannes F
alke, N

ürnberg 4. Jg. 

（1859

）.

B
rückner, Jutta: S

taatsw
issen

sch
aften

, K
am

eralism
u

s u
n

d
 N

atu
rrech

t. E
in

 B
eitrag zu

r G
esch

ich
te d

er P
olitisch

en
 

W
issen

sch
aft im

 D
eu

tsch
lan

d
 d

es späten
 17. u

n
d

 frü
h

en
 18. Jah

rh
u

n
d

erts. M
ünchen 1977.
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B
runner, O

tto: N
eu

e W
ege d

er S
ozialgesch

ich
te. V

orträge u
n

d
 A

u
fsätze, G

öttingen 1956.

C
hristian T

hom
asius. P

erson und W
erk in S

chrift, B
uch und B

ild, in: T
h

ü
rin

gisch
-S

äch
sisch

e Z
eitsch

rift fü
r 

G
esch

ich
te u

n
d

 K
u

n
st, X

V
II. B

d., H
alle a.d.S

. 1928, S
. 167-198.

C
larm

und, A
dolph: V

ita
e cla

rissim
oru

m
 in

 re litera
ria

 V
iroru

m
. D

a
s ist: L

eben
s-B

esch
reibu

n
gen

 etlich
er 

H
au

ptgeleh
rten

 M
än

n
er 

（...

）, 8. T
eil oder der 2. C

enturie 4. T
eil, W

ittenberg 1709, S
.165-186: X

IV
. V
eit 

L
udw
ig von S

eckendorf.

C
om

pen
d

iöses G
eleh

rten
-L

exicon
 （...

）, nebst einer V
orrede von Joh. B

urchard M
enckens, L

eipzig 1715, S
palte 2069 f.

C
om

pen
d

iöses G
eleh

rten
-L

exicon
 （...

）, nach Joh. B
urch. M

enckens 

（+

）, 3. A
ufl ., hg. v. C

hristian G
ottlieb Jöcher, B

d. 

2, L
eipzig 1733, S

palte 1159 f.

D
eu

tsch
e J

u
risten

 a
u

s fü
n

f J
a

h
rh

u
n

d
erten

. E
in

e b
iog

ra
p

h
isch

e E
in

fü
h

ru
n

g
 in

 d
ie G

esch
ich

te d
er 

R
ech

tsw
issen

sch
aft, 3., neubearb. u. erw

. A
ufl ., hg. v. G

erd K
leinheyer, Jan S

chröder, H
eidelberg 1989. 

小
林
孝

輔
監
訳
『
ド
イ
ツ
法
学
者
事
典
』
学
陽
書
房
、
一
九
八
三
年
。

D
eu

tsch
e V

erw
altu

n
gsgesch

ich
te, hg. v. K

urt G
. A
. Jeserich, H

ans P
ohl, G

eorg-C
hristoph von U

nruh, B
d. 1: V

om
 

S
pätm

ittelalter bis zu
m

 E
n

d
e d

es R
eich

es, S
tuttgart 1983.

D
ülfer, K

urt: S
tudien zur O

rganisation des fürstlichen R
egierungssystem

s in der obersten Z
entralsphäre im

 17. und 

18. Jahrhundert, in: A
rch

ivar u
n

d
 H

istoriker, B
erlin 1956, S

. 237-253.

E
kkeh

a
rd

. M
itteilu

n
gsbla

tt H
a

llisch
er G

en
ea

logisch
er A

ben
d

, H
alle 

（S
aale

） 2. Jg. 

（1926

）, N
r. 3, S

.26 ff: 

一
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V
erzeichnis der auf der H

auptbibliothek der F
ranckischen S

tiftungen in H
alle a. S

. liegenden L
eichenpredigten, 

zusam
m
engestellt v. R

. W
eiske.

E
lßner, B

artholom
aeus: C

h
ristlich

e L
eich

en
pred

igt (...),  fü
r M

aria-A
n

n
a von

 S
ecken

d
orff, geb. S

ch
ertel[in

] von
 

B
u

rten
bach

, geh
alten

 am
 4. A

pril 1650 in
 d

er B
arfü

ßerkirch
e zu

 E
rfu

rt.

E
u

ropäisch
e R

ech
ts- u

n
d

 V
erfassu

n
gsgesch

ich
te. E

rgebn
isse u

n
d

 P
erspektiven

 d
er F

orsch
u

n
g, hg. v. R

einer 

S
chulze, B

erlin 1991.

F
acius, F

riedrich: S
taat, V

erw
altu

n
g u

n
d

 W
irtsch

aft in
 S

ach
sen

-G
oth

a u
n

ter H
erzog F

ried
rich

 II. (1691-1732).  

E
in

e S
tu

d
ie zu

r G
esch

ich
te d

es B
arockfü

rsten
tu

m
s in

 T
h

ü
rin

gen
, G
otha 1932.

F
lach, W

illy: G
oeth

eforschu
n

g u
n

d
 V

erw
altu

n
gsgeschich

te. G
oeth

e im
 G

eh
eim

en
 C

on
siliu

m
 1776-1786, W

eim
ar 1952.

F
orsch

u
n

gen
 au

s m
itteld

eu
tsch

en
 A

rch
iven

. Z
u

m
 60. G

ebu
rtstag von

 H
ellm

u
t K

retzsch
m

ar, hg. v. der S
taatlichen 

A
rchivverw

altung, B
erlin 1953.

F
orsch

u
n

gen
 zu

r th
ü

rin
gisch

en
 L

an
d

esgesch
ich

te. F
ried

rich
 S

ch
n

eid
er zu

m
 70. G

ebu
rtstag am

 14. O
ktober 1957, 

W
eim
ar 1958.

G
elbke, Johann H
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 d
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収
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um
 20. D

ezem
ber 1926, in: R

u
n

d
 u

m
 d

en
 F

ried
en

stein
. B

lätter fü
r T

h
ü

rin
ger 

G
esch

ich
te u

n
d

 H
eim

atgesch
eh

en
, hg. v. G

othaischen T
ageblatt, G

otha 3. Jg. 

（1926

）, N
r. 26, S

. 4.

S
chneider, G

ottlob: G
oth

aer G
ed

en
kbu

ch
. D

es G
oth

aer W
egw

eisers d
ritte, u

m
gearb. u

. verm
eh

rte A
u

fl., B
d. 1, 

G
otha 1906.

S
chreber, D

aniel G
ottfried: H

istoria vitae et m
eritoru

m
 perillu

stris d
om

[in
i] V

iti L
u

d
ovici a S

ecken
d

orff, L
eipzig 

1733.

S
chultze, Johann V

alentin 

（...

）, s. B
reithaupt, Joachim

.

S
chulze, R

einer: P
olizey u

n
d

 G
esetzgebu

n
gsleh

re im
 18. Jah

rh
u

n
d

ert, B
erlin 1982.

S
taatsd

en
ker im

 17. u
n

d
 18. Jah

rh
u

n
d

ert. R
eich

spu
blizistik, P

olitik, N
atu

rrech
t, hg. v. M

ichael S
tolleis, 2., erw

. 

A
ufl ., F

rankfurt am
 M
ain 1987.

佐
々
木
有
司
、
柳
原
正
治
訳
『
一
七
・
一
八
世
紀
の
国
家
思
想
家
た
ち

│
帝
国
公
（
国
）
法

論
・
政
治
学
・
自
然
法
論

│
』
木
鐸
社
、
一
九
九
五
年
。

S
taatslexikon

 R
ech

t - W
irtsch

aft - G
esellsch

aft, hg. v. der G
örres-G

esellschaft, 6., völlig neu bearb. u. erw
. A
ufl ., 

F
reiburg 1957-1970.

D
ass., 7., völlig neu bearb. A

ufl ., F
reiburg, B

asel, W
ien 1985-1989.

S
tam

m
bu

ch
 d

es blü
h

en
d

en
 u

n
d

 abgestorben
en

 A
d

els in
 D

eu
tsch

lan
d

, hg. v. einigen deutschen E
delleuten, 3. B

d.: 

一
八
七



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
四
二
）

M
 - S
paun, R

egensburg 1865, S
. 370.

S
tam
m
hauer, Joseph: S

eckendorff , V
eit L

udw
ig von, in: H

an
d

w
örterbu

ch
 d

er S
taatsw

issen
sch

aften
, hg. v. I. C

onrad 

u. a., 5. B
d., Jena 1893, S

. 619.

S
tolleis, M

ichael: G
esch

ich
te d

es öffen
tlich

en
 R

ech
ts in

 D
eu

tsch
la

n
d

, 1. B
d.: R

eichspublizistik und 

P
oliceyw

issenschaft 1600-1800, M
ünchen 1988.

D
ers.: G

rundzüge der B
eam
tenethik 

（1550-1650

）, in: Z
eitsch

rift fü
r V

erw
altu

n
gsw

issen
sch

aft, hg. v. K
laus von der 

G
roeben u. a., 13. B

d., H
. 4, B

erlin 1980, S
. 447-475.

D
ers.: S

eckendorff , V
eit L

udw
ig von, in: H

an
d

w
örterbu

ch
 zu

r d
eu

tsch
en

 R
ech

tsgesch
ich

te, hg. v. A
dalbert E

rler, 

E
kkehard K

aufm
ann, m

itbegründet v. W
olfgang S

tam
m
ler, B

d. 1, S
palte 1589 f.

S
toltenberg, H

ans L
.: G

esch
ich

te d
er d

eu
tsch

en
 G

ru
ppw

issen
sch

aft (S
oziologie) m

it beson
d

erer B
each

tu
n

g ih
res 

W
ortsch

atzes. E
rster T

eil bis zu
m

 A
n

fan
g d

es 19. Jah
rh

u
n

d
erts, L

eipzig 1937.

S
tradonitz, S

tephan K
ekule von: A

u
sgew

äh
lte A

u
fsätze au

s d
em

 G
ebiete d

es S
taatsrech

ts u
n

d
 d

er G
en

ealogie. 

F
estsch

rift zu
r T

h
ron

besteigu
n

g S
ein

er K
ön

iglich
en

 H
oh

eit d
es H

erzogs C
arl E

d
u

ard
 zu

 S
ach

sen
-C

obu
rg u

n
d

 

G
oth

a, B
erlin 1905.

T
hom
asius, C

hristian 

（...

）, s. B
reithaupt, Joachim

.

D
ers.: A

llerh
an

d
 bißh

er pu
blicirte klein

e teu
tsch

e S
ch

riften
, H
alle 1701.

T
ilem
ann, H

einrich: V
eit L

udw
ig von S

eckendorff, in: A
rch

iv fü
r R

eform
ation

sgesch
ich

te. F
orsch

u
n

gen
 zu

r 

一
八
八
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G
esch

ich
te d

es P
rotestan

tism
u

s （...

）, hg. v. G
erhard R

itter, L
eipzig 40. Jg. 

（1943

）, S
. 200-220.

V
ollert, M

ax: D
er S

chöppenstuhl zu Jena 

（1588-1882

）, in: Z
eitsch

rift d
es V

erein
s fü

r T
h

ü
rin

gisch
e G

esch
ich

te u
n

d
 

A
ltertu

m
sku

n
d

e, N
. F
. 28. B

d. 

（36. B
d

）, Jena 1929, S
. 189-219.

W
allm
ann, Johannes: D

er P
ietism

u
s, G

öttingen 1990.

W
under, B

ernd: G
esch

ich
te d

er B
ü

rokratie in
 D

eu
tsch

lan
d

, F
rankfurt am

 M
ain 1986.

W
yluda, E

rich: L
eh

n
rech

t u
n

d
 B

eam
ten

tu
m

. S
tu

d
ien

 zu
r E

n
tsteh

u
n

g d
es preu

ßisch
en

 B
eam

ten
tu

m
s, B
erlin 1969.

Z
ielenziger, K

urt: D
ie alten

 d
eu

tsch
en

 K
am

eralisten
. E

in
 B

eitrag zu
r G

esch
ich

te d
er N

ation
alökon

om
ie u

n
d

 zu
m

 

P
roblem

 d
es M

erkan
tilism

u
s, Jena 1914.

Z
w
irner, H

enning: P
olitisch

e T
reu

pfl ich
t, unveränd. D

ruck der D
iss. v. 1956, hg. u. eingeleitet v. A

lexander B
rünneck, 

B
aden-B

aden 1987.

添
付
資
料
一
覧

1　

ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
の
選
抜
指
導
的
国
家
官
僚
給
与
支
出
一
覧
、
一
六
四
五
／
一
六
四
六
会
計
年
度
ミ
カ
エ
ル
祭
（
九
月
二
九
日
）
か
ら

一
六
六
四
／
一
六
六
五
会
計
年
度
ミ
カ
エ
ル
祭
ま
で
。

　
　
　

※
添
付
資
料
1
、
続
き
1
か
ら
5
ま
で
、
以
下
省
略
。

2　

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
出
張
に
対
す
る
財カ

ン

マ

ー

務
庁
支
出
一
覧
、
一
六
四
五
／
四
六
会
計
年
度
か
ら
一
六
六
三
／

六
四
会
計
年
度
ま
で
。

　
　
　

※
添
付
資
料
2
、
続
き
1
か
ら
3
ま
で
、
以
下
省
略
。

3　

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
対
す
る

│
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
る

│
財
政
特
別
配
分
金
一
覧
、
一
六
四
五

一
八
九
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／
四
六
会
計
年
度
か
ら
一
六
六
三
／
六
四
会
計
年
度
ま
で
財カ

ン

マ

ー

務
庁
特
別
基
金
か
ら
支
払
わ
れ
、「
尊
崇
費
」
に
関
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

　
　
　

※
添
付
資
料
3
、
続
き
1
か
ら
2
ま
で
、
以
下
省
略
。

4　

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ

│
系
図

　
　

図
版
：
原
本
は
す
べ
て
ゴ
ー
タ
研
究
・
州
立
図
書
館
蔵
書
の
図
版
で
あ
る
。

5　
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』（
初
版
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
、
一
六
五
六
年
、
表
題
頁
）

6　

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
〔
肖
像
画
〕（V

eit L
udw
ig von S

eckendorff : C
om

m
en

tariu
s H

istoricu
s 

（...

）, F
rankfurt am

 M
ain, L

eipzig 1692, 

口
絵
）

7　

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
〔
肖
像
画
〕（Joachim

 Just. B
reithaupt: D

ie H
im

m
lisch

e S
ättigu

n
g 

（...

）, 

Z
eitz 1693, 

口
絵
）

8　

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
〔
肖
像
画
〕（H

errn V
eit L

udw
igs von S

eckendorff , A
u

sfü
h

rlich
e H

istorie 

D
es L

u
th

erth
u

m
s 

（...

）, hg. v. E
lias F

rick, L
eipzig 1714, 

口
絵
）

　
　
　

※
図
版
5
か
ら
8
は
す
べ
て
省
略
。

説
明　

省
略

一
九
〇
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ハ
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マ
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ラ
ー
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密
参
議
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（
川
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（
三
四
五
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ヨ
ア
ヒ
ム
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ

　
生
　
15
91
年
　
オ
ー
バ
ー
ツ
ェ
ン
（
マ
イ
ン
フ
ラ
ン
ケ
ン
）

　
没
　
16
42
年
2
月
3
日
　
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
（
処
刑
）

マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
・
シ
ェ
ル
テ
リ
（
ン
）・
フ
ォ
ン
・
ブ
ル
テ
ン
バ
ハ

　
生
　
16
05
年
1
月
6
日
　
ア
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ク
（
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
）

　
没
　
16
50
年
3
月
30
日
　
エ
ア
フ
ル
ト

添
付
資
料
4

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
―
―
系
図

ヘ
ン
リ
ヒ
・
ジ
グ
ム
ン
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
パ
ッ
ハ

　
生
　
不
明

　
没
　
16
32
年

ア
ン
ナ
・
カ
タ
リ
ナ
・
タ
ン
ゲ
リ
（
ン
）

　
生
　
不
明

　
没
　
16
63
年
　
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
？

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ユ
リ
ア
ー
ネ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ィ
パ
ッ
ハ

　
生
　
16
21
年
8
月
12
日
　
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク

　
没
　
16
84
年
9
月
25
日
　
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ

　
生
　
16
26
年
12
月
20
日
　
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ゲ
ン
ア
ウ
ラ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
近
郊
）

　
没
　
16
92
年
12
月
18
日
　
ハ
レ

ア
ン
ナ
・
ゾ
フ
ィ
ア

　
生
　
16
42
年
2
月

　
没
　
不
明

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ

生
　
16
37
年
8
月
5
日
　
エ
ア
フ
ル
ト

没
　
16
75
年
2
月
24
日
　
メ
ヒ
ェ
ン
リ
ー
ト
近
郊

そ
れ
以
外
に
2
人
の
息
子
（
幼
少
期
に
死
去
）

息
子

16
23
年
9
月
7
日
婚
姻

婚
姻
不
明

最
初
の
婚
姻
　
16
51
年
11
月
16
日
　
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク

ア
ン
ナ
・
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト

　
生
　
16
52
年
10
月
15
日
　
ゴ
ー
タ

　
没
　
16
52
年
11
月
　
ゴ
ー
タ

　
埋
葬
　
16
52
年
12
月
13
日
　
ゴ
ー
タ

カ
タ
リ
ー
ナ
・
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト

　
生
　
16
54
年
8
月
4
日
　
ゴ
ー
タ

　
没
　
16
54
年
10
月
29
日
　
ゴ
ー
タ

父
　
不
明

母
　
不
明

婚
姻
不
明

2
回
目
の
婚
姻
　
16
85
年
3
月
2
日

娘 　
生
　
16
88
年
7
月
4
日

　
没
　
16
88
年
7
月
4
日

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
ジ
ュ
ニ
ア
）

　
生
　
16
90
年
9
月
14
日
　
不
明

　
没
　
16
95
年
3
月
18
日
　
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ

ゾ
フ
ィ
ー
・
ズ
ザ
ン
ネ
・
フ
ォ
ン
・
エ
ン
デ

　
生
　
16
53
年
3
月
24
日
　
ヴ
ォ
ル
ケ
ン
ブ
ル
ク
？

　
没
　
17
10
年
4
月
10
日
　
オ
ベ
ル
ン
チ
ェ
チ
ュ

そ
れ
以
外
に
2
人
の
娘

一
九
一
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（
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四
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ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学

学
科
群
：
哲
学
、
歴
史
学
、
図
書
館
学

研
究
場
所
：
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

履
修
教
育
課
程
：
公
文
書
学

 

提
出
：
ハ
ン
ス
─イ
エ
ル
ク
・
ル
ー
ゲ

 

一
九
九
二
年
一
二
月
一
二
日
、
ゴ
ー
タ

修
了
論
文
論
旨
：

表
題
： 『
図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ

│
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（
一
六
二
六
│
一
六
九
二
）

が
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
国
に
勤
務
し
た
時
代
（
一
六
四
六
│
一
六
六
四
）
に
お
け
る
経
歴
の
諸
相
』

〔
論
旨
〕

1
．
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（
一
六
二
六
年
一
二
月
二
〇
日
、
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ゲ
ン
ア
ウ
ラ
ハ
に
誕
生
、

一
六
九
二
年
一
二
月
一
八
日
、
ハ
レ
に
て
没
）
は
、
一
七
世
紀
の
国
家
学
、
行
政
学
（
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
）、
官
房
学
、
教
会
史
（
宗
教
改
革
史
）

の
領
域
で
有
名
な
ド
イ
ツ
人
学
者
に
所
属
し
て
い
る
。

彼
の
幼
年
時
代
そ
し
て
青
年
時
代
に
は
、
三
〇
年
戦
争
の
恐
怖
と
混
乱
が
決
定
的
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
。
彼
の
家
族
は
、
三
〇
年

戦
争
の
間
に
、
故
郷
フ
ラ
ン
ケ
ン
を
離
れ
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
地
方
に
赴
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
一
六
四
二
年
、
一
家
は
父
を
失
い
、

一
六
五
〇
年
に
は
母
が
亡
く
な
っ
た
。

一
九
二



図
書
館
員
か
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ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
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）

（
三
四
七
）

ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
で
の
お
よ
そ
三
年
間
の
通
学
滞
在
期
（
一
六
四
二
│
一
六
四
五
）、
ヘ
ッ
セ
ン
・
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
お
け
る
短

期
間
の
雇
用
期
、
そ
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
─プ
ロ
イ
セ
ン
で
責
任
を
負
っ
た
時
期
（
一
六
九
一
│
一
六
九
二
）
を
除
い
て
、
ヴ
ェ
ッ

テ
ィ
ン
系
領
邦
が
、
彼
の
人
生
の
う
ち
主
要
な
活
動
場
所
を
形
成
し
て
い
っ
た
（
一
六
四
六
│
一
六
九
一
／
九
二
）。
端
緒
を
開
い
た
の
は
、

比
較
的
小
さ
な
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
ン
家
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
こ
で
、
公
法
学
者
（P

ublizist

）
そ
し
て
政
治
家

（S
taatsm

ann

）
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
高
い
知
名
度
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
そ
こ
に
一
六
六
四
年
ま
で
留
ま
っ
た
。

エ
ル
ン
ス
ト
一
世
・
敬
虔
公
（
一
六
四
〇
│
一
六
七
五
）
こ
そ
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
最
高
領
主
で
あ
っ
た
。

2
．
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
は
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
自
分
の
宮
廷
に
任
用
し
た
初
期
の
時
点
の

ほ
ん
の
数
年
間
で
、
一
六
四
〇
│
四
一
年
の
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
ン
家
分
割
協
定
（T

eilungsverträge

）
に
よ
っ
て
新
し
く
成
立
し
た
国
家

構
造
の
頂
点
に
就
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
姿
、
形
で
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
し
い
領
邦
条
令

（
第
一
版
一
六
五
三
年
、
第
二
版
一
六
六
六
年
）
並
び
に
他
の
、
個
別
分
野
・
領
域
に
関
す
る
条
令
が
生
み
出
さ
れ
る
ま
で
、
と
り
わ
け
行

政
構
造
・
機
構
に
関
す
る
新
秩
序
〔
構
築
〕
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
徹
底
的
な
現
状
調
査
（
巡
察 

﹇V
isitationen

﹈、
そ

の
他
）
と
、
そ
し
て
そ
の
際
得
ら
れ
た
認
識
と
を
出
発
点
に
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
最
善
の
決
定
が
も
た
ら
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
複
雑
で
ほ
や
ほ
や
の
課
題
に
、
公
は
、
経
験
豊
か
で
、
現
実
的
に
も
理
論
的
に
も
才
能
の
あ
る
官
吏
を
必
要
と
し
た
。
同

時
に
彼
は
、
若
く
て
、
多
方
面
に
才
能
豊
か
な
官
僚
を
か
な
り
早
い
う
ち
か
ら
、
あ
れ
こ
れ
の
問
題
に
投
入
す
る
こ
と
に
も
配
慮
し
た
。

後
者
に
属
す
る
の
が
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
で
あ
り
、
彼
は
一
六
四
六
年
中
頃
に
ゴ
ー
タ
に

や
っ
て
来
た
の
で
、
ま
だ
二
〇
歳
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
四
八
）

3
．
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
ゴ
ー
タ
で
任
用
さ
れ
た
最
初
の
数
年
間
を
よ
り
具
体
的
に
解
明
す
る

こ
と
は
、
資
料
状
態
が
悪
い
た
め
に
ま
っ
た
く
簡
単
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
一
般
的
イ
メ
ー
ジ

は
、
も
し
追
悼
説
教
か
ら
出
発
し
て
よ
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
と
り
わ
け
彼
の
人
物
像
に
関
す
る
最
初
の
伝
記
的
出
版
物
と
の
脈
略

で
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
生
涯
が
閉
じ
ら
れ
た
後
に
、
そ
し
て
彼
が
一
般
に
、
公
的
生
活
で

世
間
に
認
め
ら
れ
た
、
つ
ま
り
彼
の
出
版
物
を
通
し
て
有
名
な
人
物
と
な
っ
た
後
で
、
作
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
彼
の
最
初
の
ゴ
ー
タ
に
お
け
る
数
年
間
は
、
彼
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
残
っ
て
い
る
痕
跡
全
体
を
観
察
す
る
と
い
う
こ
と

か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

疑
問
の
余
地
な
く
、
一
六
四
六
年
以
前
に
公
が
若
き
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
は
一
連
の
才
能
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
、
目
を
か
け
ら
れ
た
地
位
に
つ
い
て
、
資
料
に
目
を
通
し
た
評
価
で
は
、
簡
単
に

語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
余
人
に
は
依
頼
さ
れ
な
か
っ
た
一
連
の
特
殊
な
任
務
を
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が

│
原
則
的
に
他
の

職
員
と
同
様
に

│
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
開
始
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、

お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
上
級
官
吏
は
、
特
別
の
問
題
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
と
っ
て
、
一
六
四
六
年
か
ら
一
六
五
一
年
ま
で
の
数
年
間
、
宮
廷
に
お
け
る
自
分
の
役
割
に
つ
い
て
恵

ま
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
不
満
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
、
ほ
ぼ
そ
れ
で
、
ゴ
ー
タ
を
去
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

4
．
一
六
五
一
年
宮ホ

ー

フ

ラ

ー

ト

廷
参
議
官
へ
の
任
命
と
共
に
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
公
国
の
指
導
的
国

一
九
四



図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
四
九
）

家
官
吏
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
移
動
し
て
い
っ
た
。
彼
の
給
料
は
今
や
、
責
任
に
匹
敵
し
て
、
他
の
高
級
官
吏
の
そ
れ
に
調
和
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、〔
そ
れ
は
〕
相
も
変
わ
ら
ず
、
依
怙
贔
屓
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
た
だ
均
一
に
平
準
化
か
ら
始
め
ら

れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
五
〇
年
代
の
前
半
で
彼
が
特
別
の
任
務
、
す
な
わ
ち
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
の
描
写
を
執
筆
す
る
こ
と
を

負
っ
て
い
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
通
例
の
枠
組
み
か
ら
は
ず
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
公
が
気
づ
い
て
い
た
彼
の
学
術
研
究

や
出
版
活
動
へ
の
傾
斜
と
関
係
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
創
作
活
動
の
成
果
こ
そ
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
で
あ
り
、
そ
れ
は

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
三
〇
歳
に
な
ら
な
い
年
齢
で
公
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

5
．
本
書
が
収
め
た
成
果
は
、
当
然
、
宮
廷
に
お
け
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
地
位
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
表
れ
に
は
、
た
と
え
ば
、

財カ

ン

マ

ー

ラ

ー

ト

務
庁
参
議
官
へ
の
追
加
的
任
命
（
一
六
五
六
年
）、
そ
し
て
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
ン
家
共
通
の
イ
エ
ナ
宮
廷
裁
判
所
に
お
け
る
宮
廷
裁
判
官

へ
の
任
用
（
一
六
五
七
年
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
特
別
的
な
地
位
は
、
相
変
わ
ら
ず
、
認
識
で
き
な
い
。
編
纂
さ
れ
て
い
る
公
文
書
館

資
料
を
手
掛
か
り
に
し
て
も
、
そ
れ
を
少
な
く
と
も
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

五
〇
年
代
前
半
よ
り
も
明
ら
か
に
強
烈
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
五
〇
年
代
末
ご
ろ
に
は
、
国
家
指
導
お
よ
び
行
政
に
関
す
る
日

常
的
任
務
を
処
理
す
る
こ
と
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

折
に
ふ
れ
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
国
に
世
論
の
注
目
を
浴
び
せ
た
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
公
刊
後
、
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
が
、
ゼ
ッ
ケ

ン
ド
ル
フ
に
特
別
の
関
心
を
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
考
え
と
し
て
は
あ
り
え
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
証
明

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
残
り
の
高
級
国
家
官
僚
に
対
し
て
特
別
の
地
位
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

一
九
五



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
五
〇
）

6
．
長
年
に
わ
た
り
功
績
の
あ
っ
た
宰

カ
ン
ツ
ラ
ー相

フ
ラ
ン
ツ
ケ
（
在
職
期
間
、
一
六
四
一
│
一
六
五
九
年
）
の
死
に
よ
っ
て
、
空
席
と
な
っ
た
そ
の

職
を
受
け
継
い
だ
の
は
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
で
は
な
く
、（
確
か
に
、
年
齢
、
経
験
、
業
績
の
問

題
か
ら
も
）
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
当
時
、
指
導
的
官
僚
の
序
列
で
は
、
宮ホ

ー
フ廷

・

宗コ
ン
ジ
ス
ト
リ
ア
ル
ラ
ー
ト

務
庁
参
議
官
（
宗

コ
ン
ジ
ス
ト
リ
ア
ル
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

務
庁
長
官
）
ア
ー
ヴ
ェ
マ
ン
に
次
ぐ
、
第
三
位
を
占
め
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

7
．
一
六
六
三
年
春
、
宰

カ
ン
ツ
ラ
ー相

シ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
亡
く
な
る
と
、
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
、
ザ
ク
セ

ン
・
ゴ
ー
タ
国
の
指
導
者
官
僚
に
昇
進
し
た
。
そ
れ
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
の
官
吏
た
ち
に
対
し
て
そ
れ
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
な
い

高
さ
の
給
料
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
宰
カ
ン
ツ
ラ
ー相

へ
の
任
命
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
一
六
六
三
年
秋
、
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
の
選
任
が
行
わ
れ
た
。
ゼ
ッ

ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
自
分
が
念
願
と
す
る
目
標
は
ど
う
や
ら
達
成
し
た
の
で
、
同
時
期
に
、
本
気
で
近
い
う
ち
に
ゴ
ー
タ
を
離
れ
る
徴
候

が
初
め
て
明
白
に
現
れ
た
。
最
終
的
に
そ
う
な
っ
た
正
確
で
完
全
な
背
景
に
つ
い
て
は
、
今
で
も
や
は
り
、
明
確
な
陳
述
は
不
可
能
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

訳
者
あ
と
が
き

こ
こ
に
訳
出
し
た
の
は
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
公
文
書
館
か
ら
全
文
入
手
し
た
未
公
刊
の

H
ans-Jörg R

uge, V
om

 B
iblioth

ekar zu
m

 G
eh

eim
en

 R
at. A

spekte d
er beru

flich
en

 L
au

fbah
n

 V
eit L

u
d

w
ig von

 

S
ecken

d
orffs (1626-1692) in

 d
en

 Jah
ren

 sein
er A

n
stellu

n
g im

 sach
sen

-goth
aisch

en
 S

taatsd
ien

st (1646-1664) . G
otha. 
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図
書
館
員
か
ら
枢ゲ

ハ
イ
マ
ー
ラ
ー
ト

密
参
議
官
へ
（
川
又
）

（
三
五
一
）

1992. A
bschlußarbeit.

で
あ
る
。
本
稿
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
、
学
科
群
：
哲
学
、
歴
史
学
、
図
書
館
学
、
研
究
場
所
：
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
履
修
教

育
課
程
：
公
文
書
学
、
の
修
了
論
文
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（H

um
boldt-U

niversität zu B
erlin. F

achbereich P
hilosophie, 

G
eschichte, B

ibliothekw
issenschaft. S

tudienort L
eipzig. S

tudiengang A
rchivw

issenshcaft. A
bschlußarbeit

）。

本
論
は
、
表
題
・
目
次
他
六
頁
、
本
文
（
序
論
、
全
三
章
、
要
約
と
研
究
の
見
通
し
、
注
記
、
原
典
・
文
献
一
覧
）
五
六
頁
、
添
付
資
料
一
九

頁
、
説
明
一
頁
、
論
旨
四
頁
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
訳
出
に
あ
た
っ
て
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
原
典
・
文
献
一
覧
中
、
煩
雑
と
思
わ
れ

る
部
分
と
、
添
付
資
料
4
（
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
系
図
）
を
除
い
た
添
付
資
料
は
、
残
念
な
が
ら
省
略
し
た
。
訳
文
中
の
〔　

〕
部
分
は
訳

者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
誤
記
と
思
わ
れ
る
個
所
は
訳
者
の
責
任
で
訂
正
し
て
い
る
。

ル
ー
ゲ
氏
は
、
公
文
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
原
典
を
渉
猟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
経
歴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

彼
が
主
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
一
六
四
六
年
か
ら
一
六
六
四
年
ま
で
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
で
あ
る
。
論
旨
に
つ
い
て
は
最
後
に
七
項
目

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
に
よ
っ
て
、
今
回
明
ら
か
に
さ
れ
た
部
分
と
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
が
明
瞭
と
な
っ
た
。
後
者
に
関

し
て
、
訳
者
の
個
人
的
関
心
か
ら
す
る
と
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
を
ど
う
や
っ
て
準
備
し
、
い
か
に
出
版
者
を
選
定

し
て
、
ど
の
よ
う
に
公
刊
し
た
の
か
、
は
今
回
、
論
述
の
対
象
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
惜
し
ま
れ
る
。
さ
ら
に
は
、「
要
約
と
研
究
の
見
通

し
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
手
が
着
け
ら
れ
て
い
な
い
研
究
領
域
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
も
、
ル
ー
ゲ
氏
の
論
稿
は
、
今
後
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
研
究
の
新
た
な
出
発
点
と
し
て
の
意
義
を
有
し
て
い
る
。

ル
ー
ゲ
氏
は
、
一
九
五
三
年
一
月
二
〇
日
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ツ
ィ
ン
メ
ル
ン
ズ
ー
プ
ラ
（Z

im
m
ernsupra

、
エ
ア
フ
ル
ト
の
西
方
）

に
生
ま
れ
た
。
大
学
卒
業
後
、
公
文
書
館
員
と
し
て
勤
務
し
、
そ
の
間
、
一
九
九
〇
年
に
イ
エ
ナ
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。

一
九
七



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
二
年
九
月
）

（
三
五
二
）

二
〇
〇
九
年
か
ら
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ラ
ー
の
生
涯
と
著
作
と
を
紹
介
す
る
私
設
の
「
シ
ラ
ー
博
物
館
」（S

chiller gestern und 

heute.
）
を
ツ
ィ
ン
メ
ル
ン
ズ
ー
プ
ラ
に
開
い
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ル
ー
ゲ
氏
に
は
こ
の
他
に
次
の
編
著
が
あ
る
。

E
rn

st d
er F

rom
m

e (1601-1675) . S
ta

a
tsm

a
n

n
 u

n
d

 R
eform

er. W
issen

sch
a

ftlich
e B

eiträ
ge u

n
d

 K
a

ta
log zu

r 

A
u

sstellu
n

g. hg. v. R
osw
itha Jacobsen und H

ans-Jörg R
uge. B

ucha 2002.

本
書
に
は
、
今
回
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
添
付
資
料
1
（
続
き
1
か
ら
5
ま
で
）
が
「
ゴ
ー
タ
公
国
の
選
抜
官
僚
給
与
一
覧
、

一
六
四
五
／
一
六
四
六
会
計
年
度
ミ
カ
エ
ル
祭
か
ら
一
六
六
四
／
一
六
六
五
会
計
年
度
ミ
カ
エ
ル
祭
ま
で
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る

（H
ans-Jörg R

uge, Ü
bersicht über die B

esoldung ausgew
ählter B

eam
ter des H

erzogtum
s G
otha in den R

echnungsjahren M
ichaelis 

1645/46 bis M
ichaelis 1664/65. S

.121-126.
）。
ま
た
本
書
に
は
、
第
二
章
や
論
旨
7
に
関
連
し
て
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
、
一
六
六
三
年

一
一
月
二
一
日
付
、
辞
職
す
る
理
由
を
直
筆
し
た '' U

rsachen w
elche m

ich bew
egen, einen abschid von H

off  zu nehm
en...''  

が

ヤ
コ
ブ
セ
ン
に
よ
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
（S

.117-120
）。

最
後
に
、
訳
出
の
許
可
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
ば
か
り
か
、
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
ル
ー
ゲ
氏
の
親
身
な
ご
協
力
に
対

し
て
心
か
ら
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
八


